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はじめに

第2次世界大戦期 (19均年9月～1945f¥,8 Jj〕は，

インドがこの6年間に 12億ポンド余の外貨を蓄積

し，東インド会社時代から累積してきた3鰭ポン

ド余の対外出務を事実！二完済したことを指織する

だけでもって哩 インド経済史上いかにI主要な時期

であるかが理解されよう。インド経済史における

第2次大戦期の位置づけはまだ論争の余地を残し

ているが， 多くのイ〉ドの戦時経済iこrt1する研究

やスターリング・パランスに関する研究によって

論点はしだいに明瞭になってきている。 この小論

は， インドの戦時経誌の樗察を通じて， イギリス

の植民地支配およびfンドの経済発民どの！均係に

おいて第2次大戦期がどのような位置にあるかを

明らかにすることを意図したものである。
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I 英印財政協定

1 インドE容の性格

独立前のインド軍は単に国土の防衛，治安の維

持を主任務とした軍隊でなく，英帝国の総兵力の

一部とみなされ，実際にそのように運用されてき

たUll )0 イギリスはイン下車を近隣諸国漫略のた

めに使用し， 1838年から1920年までの80年間に，

インド軍がイギリス本国のためにインド国外で使

用されたことは少なくとも19凹あり，しかもその

戦費の大部分がインドの歳入あるL、は公債をもっ

てまかなわれたfよtz）。

インド軍の兵力は 1910年代後半には平時でも20

万人余にのぼり，ナショナリストがイギリスのイ

ンド支配を攻撃するときには， i主力Jこ比して過大

な軍事力がきまって槍玉にあげられていた。 K

T. Shahは1927年に上梓した SixtyYearsザ

Indian Financeにおいて，「それ fインドの国防政

策二筆者〕はτ主ず第iにインド国民の能力をこえ

た最も高価な政策である。それはインドの歳入の

増加部分をすべて吸収し，政府が金のかかるあら

ゆる国内改良事業を同情的iこ汚えることを不可能

ならしめた。それはまたインドをして経費のかか

る，不必要な，非生産的な領土の併合を行なわせ，

インド政府を近隣諸国の疑感にさ心した。最後に，

それはイギリスの影響の下でfJ ト、をして世界政

治において不必要な，正当化しがたい，不相応な

地位を得さしめ，それによってわれわれは，近隣
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諸国との紛争にさらに深く巻き込まれてVる。そ

れはわれわれの求めるところでも， また利益とな

るものでもなL、。イ〉ドは軍事的野心をもずpてU、

ない。インドは平和を望み，近隣諸国の平和をみ

ださないであろう。なぜ全く不必要な罰的のため

に大浪費をせねばならないのかJ(/) 3）と軍事費の

負担の大きさとその浪費的性格を手きびしく批判

Lている，，，

インド軍は英帝国の総兵力の一部であるがゆえ

に（イギリスはインド・ナンョナ、｝ストの批判をおそれ

てそれを公然と認めたことは少なかったが〉，常に過大

な兵力のj、佐持を要求されていた今イギリてはイン

ドが30年代ゾ）不況期；ふ軍事費のtHJ.Hこ雨、iえじれな

くなると財政援助（cont山 ution）色与えてまで軍事

力の維持！こ／） とめたc fギリスの社印財政援功は，

インドの財政危機に際して， インド議会がインド

の防衛はJ~帝国の経；斉｜’i守諸権益，通信線の防衛で

あ：） ' イ々リスがそれによって持ている利益を平手

段し，インドの歳入から支出される軍事費に対し

て帝国の長入hらそれ相応の長時を与えるノ＼きで

あるという要求を出し，それ色審議した Capita-

tHm Rate Tribunalの勧告に：1s－山、て出されるよ
うになった。この Tribunalはイギリスか従てい

る利益は秤苦手できないとしながらも財政援助の必

受性を認め、 1933/:M年度から151)万ポンドの財政

援助が与えられることになった山4〕。インドの立

法議会 οじ片山tiveへは刈ml》ly)it 1山1年に， fンド

軍は英帝国の総兵力の一部であるという Esher委

員会の報件労の考え方に強く反対し， インド軍の

出.！tiは外111（｝）侵略にけする防衛と閣内の、v-flJ維持

に限ることを勧告する決議を採択したがじ15l，イ

ギリスの財政援助の交入れは 出においてライン

ド箪は英帝国の総兵力の一部であるという：事実を

インドがCl出したことを意味したの

この Tribunalの勧告が実施されにあと，第三

次世界大戦の気配が濃厚となゥた1938年9月に，

インド軍の近代化の速度を速めるため， Lりrd

Chatfieldを委員長とする theExpert Committee 

on the lルfenceof India, 19:lS/39，いわゆるチャ

トフィー／レド委員会が設置された。チャトフィー

ノレド委員会は1939年1月に臨箪，海箪，空軍，兵

器廠等（／〉再編，拡張、近代化，増強の実施とそれ

に必要な経費4.577億ルピー（3400万ポンド）の4分

の3をイギリスカhらの贈与， 4分の lを借款でま

かなうことを勧告する報告書を提出した。チャト

フィーノレド委員会の勧告が出された直後に， 第2

次世界大戦が勃発し，勧：1iの数字自体は現実性を

失ってしまったが，第2次世界大戦の勃発を予想

してIllされた勧行：.t, イキ：｝スにとってインド'q,'.

のもつ叢要性を Tribunalの勧告よりもさらに明

瞭；こ示している。

Tribunalとチャトフィーrレド委員会は，両方と

も，インドの対外防衛はインドとイギリスの共同

責任であるとの・・7;え方lこ立脚しており、 インドの

案事費に対する財政援助の根拠もここに求められ

ている。チャトフィールド委員会の報告書は，事

情によりイン lごの対外防衛単（India’sExternal De・

fence Forces）の全部または一部をインドの領土外

で使用する必要が生じた場合には， イレド政府は

費用の一部を負担すべきことまで明記しているo

換言 t1.l.tf, インド軍は英帝国軍の一ffilであ I）‘

インドが独力で車事費を負担できない場合はイキ、

リスが援助を与えるが，逆に英帝国自体が危険に

さら主れたときは，英帝国防衛の任務をインドが

分担することが明白な条件になっていた。実際，

インドは帯2次大戦の勃発とi示i時tこ帝国防衛の任

務を負わされ，英印聞の軍事費の分担を規定した

「英印財政協定（FinancialAgreement)Jに基づい
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て，他の自治領，植民地では例をみない巨額のイ

ギリスの軍事特調達を強要される±とになった。

イギリス側カミムナれば‘ ぞれがどの仁うな結来を

もたらすにせよ，英印財政協定は従来の政策を実

施したにすぎにt,，ったJ

2. 英印財政協定の締結とその理用

イギlJスが［｛れ9年9/-] ；＼日に！？ィ、りに対Lて宣

戦布自を行えよ？とインド i,自動的に会戦国となっ

たen6）。そして，インドはアフリカ，中近東，ア

ジ－，，（！］各地l二戦闘員を派iltするとと Lに， 二れら

の地域における連合国の：兵枯基地となり， 開戦当

初／トム英印陪！？の軍事費の分担が大ぎな問題止な

った。すでに述べたように， Tribunal，チャトフ

ィーyレド委員会もインドの軍事費の一部は本来イ

ギリスが負f1[-J-／ぞきものであるごとを事実上認め

ながら負担の基準を示さなかったが，第2次大戦

が（士じまると fンドの財政収入から支出さfLる軍

事費の増加分をインドとイギリスに配分する明確

な基準の設定が必要となり、両国の聞で話合いが

行なjフれたc

との交渉の結果， FinancialSettlementと呼ば

れる財政協定t，二1939年iI Jj：こ締結さzL, 193（）年4

月に遡及して適用された。 この協定によりインド

の軍事費負担の限度は次のように決められた。

I 1 I 平時i二おけるインドの通1；：；の持軍事誌と呂

される一定額

(2) それi二物価上昇分を加えたι内
(3) インド自身の利益のためにインドが実施し

純然たるイン F＇の債務とみえ玉される戦争政策の費

用

(4) イン戸の海外派遣箪を維持する特別費1000

万ルピー

協定の第1項については3.677億yレピー（117)と決

められ噌間接軍事費（non-effectivecharges）は除外
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された。協定の第2項は，（1）購入品の価格，（2）英

軍に対すi.",給与と grantof amenity, (3）インド軍

仁社する給与と grantof amenity, (4）労務費，（5)

輸送費一ーの通常経費を上回る支出の算定，第3

ヰi：土軍事費のインドの負担分について規定したも

のである Ci8）。上記の（1）から（4）までの合計額以外

にインドが支出する軍事費はイギリスの負担分で

あ，） ' イ干リス政府がインド政府に弁済すること

に決められ (fl:9），戦争が終結したときの余剰軍需

品内在庫の処分， 軍人の思給・年金の支払L、につ

いては別途交渉にゆだねられることにされた。

以上の上勺な内特をもっ FinancialSett!じment

はぶっのれ的を考慮して作られにものであると言

われている（注JO）。まず第1の目的は，戦争との関

係において、 インドの軍事費負担を財政能力の範

聞内に限定し， インド軍は国防のみを受け持ち，

軍隊を平時の規模に維持し続けること。第2の呂

的は，協定a'.簡素化しーζ，Settlementの条件を日

日適用するに際して経費がかさまず，紛争が起き

ないようにすること。第1のle！的については，す

でに第2次大戦前に箪事費負担が過重でイギリス

から財政援功を受けていた三どから理解できる

が， 財政協定がインドの軍事費膨脹に対して抑制

効果を発揮したのはせいぜい最初の2年間であっ

た 日本軍が印緬国境に侵入ナるに及んでインド

の軍事支出は激増し，財政協定の第1の目的はそ

の意味を失ぺた。

第2の目的については， 独立後にインドで公刊

された第2次世界大戦史は FinancialSett！叩1ent

の運用は全体としてきわめてうまくし、ったと評価

している悦11〕。しかし連合国の軍事費は予算に計

上されなかったのでさまざまの疑惑を呼び起こし

たうえ，軍事費の配分がイギリスに有利になるよ

うに FinancialSettlementが運用されているとの
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じialルttlunどI1t で（士H国に不利なのご二jtを！主来 インドがイ干：） ？、の植民地であるとU、う二と治ht 〉

しヲ羽iし＇. ＇弘定を結 Lた、、と監／）要ご／（；，

とも／・， ' J二！ !.J仁l 三「l生gユR；土， ( > ¥i）シAH令；』←：十之 イご干！！スが）元ii't¥:中将来び）i，古伶務1豆i斉々＇）方「よ IJ1，当

1文l留！）fιf弘に三 L句）主れ、 '(: 1：防衛山fこJ，；こイrI} [/ti I)）軍事去の借上げを重視してL、たことi主， 大戦

スijiとf_・ ... If六日）兵器／J；多誌に収入主，十、 f号、 I) 中に軍事費内分担基準iの改正を要求しながらラモ

スJ〕軍：事i¥"-/rW方る；妓WIしたときに：I＇，主j：ノ／三 )j、

1 ＞ド内J'.r川市＇）＂， ';"1;' i＇カ‘つてな＇， jjftでW/!Jil- C 

十たときで,i,_：）、 「L ｜、；Jijlτ1Y貴分十日司法、午、ヮ変で

には頑強にtil:ttしたコ ；十 J ，きょく， イ干、！ス！”iノト

長国的／；j軍用J）変更をとけつけて；：＇..（ !E九要求をll元：J

ド；？と Firwnじi,1］おじttlenwntをJ，くるユ実l;li!lJの；z-r

立i工司 γ ー：）ンゲ・パ三Fンスしつ乞Jム；、1/¥J越との

問iili：二工ゴ！、 戦後祐一二、アロー λ・T '.I ’δれる二

とiこ；（ -' 1二二・－，泊三次大戦中にい Fin,uwialSl'ltle-

mむnt,'))t：丈し＇）交足以六三れなノト Jf二ι

FinanL・ial :-idtlL・mu1t i t，さ三じよbJ 、／こよう

に町 Jンl、山 lj'［ゴi'tそを：負担能力（／｝ぬ；手；内，: Jr11える

ここ？ ヤJiIL: u）分組基準をll)j催；こす－，，：，こと乞・） ／二

望、， fン l i ・,rt 'Yfrj）明大；iこは jζ）~J:.\'J(p ；長 b 沿い

は抵抗士；J;j_，らげることに配iさして

さ，j I·ニ ~:i 、 ご イ〆 卜山ば！！史！室長／J，とく；二if!/;ノにな：，！（

事｝ti二社一1ノリJl干!J乙d →〉主 どllのJこニとん＇ p忍

めら.ttζ）, .. , 1＇干！！ 〈と ( > ｜、；’j{1: ＇，白中ト；l.!c;U:11/-'r 

c'l危険に c: ' .＇，；れると Finι，Ull'ia］メcttkιmc・nt;i、1I 

ff]，.，，吉国！二 ,J，主（二 fそ，； －，；か＇fljモTどをイ L 、から

強制i竹ι1,r・J土i「ゐf二：－＇J,n -f・－段‘ニ：ぎふ；，L ＇！ 」

'111 i 人，！ i ：－，司｛¥ IJ －，，，土 FinλllどialSL't1L・111L・nt 

；二上 Jて ／ ＞ド；＇－・ :',,.' J葺C・h'Mi: .1' I丹I: fと （，iJ：；：’ヒ4

ξ、三乙かこさiこ」 しうるも、 イ：l11大（こ iin:1rn・ia l 

S<ct t ILclllピntでイへ IIス；勺；J,ill分ど ！）とrわら;iL!こ瓦，，－，＿jf

ハ全強行すると戦争の遂行に支障泊込生じるとλ〆与

とたどれに取り ftfjこことからも理解できる υ も

むろん fンドν＇）防衛／トナベぐインドの負担で行な

わ，jLるh（，ば fこ＇（ 11 スにと•）-cそれ以上に好者11,n-

なことはたか Jイニ。 f二が， 現実iこはそれを強制で

さな，ト》／ニf二ぷ）， インドt'kr{干ヵ.{ c¥( I) Jスジ）;iこめに

ぷ・Y支出をした沿合には弁済す一るが， ！被ii寺1p；土弁

済したクト；ト＇） ＇.史用を fi,2,めないとし、う形式が土られ

穴二υ そJLでも f：子 I）ス；主 FinanじialScttlcmc11t fこ

にす Jて 1:,..F rJ> I膨大な資源全ドi向iこ動Hl C ;fS 

4、たとえ FinancialSettlement 1／～一時期不利

ぜこれ一泊したとしても， 日出の軍事iその；対立士ノン

トJニ ll;_rf/J tこir汀に IJミせると k、う大きなギ1u；午をづi

さUJ'--／こG 二jLこ〆と Financial8ピttk-mじIllIン／干

I）三にもfこ.－， L ；－.二位大の利益であ》たυ
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I<n e1111c ll11d J~ 1j>e11dit111，’It/ I11did, p. 47. 
Ci :l) 1－：：＿’J'. Shah, Si.rtλ’｝＇，，arsο（ In,lian Fi-
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（注6〕 イン ほ督lI ;,: ／，土議と【＇）決定h之》いはイン

ド人政治指導者との協議を待たずにインド担当相の命

でこ i!!/; 置を＇ , t二o [. fこが 二イノトの参弘！？

イギりスの支配各が決定したものである（Bisheshwar

Prasad, India and the lVιtr <Delhi, 1966), p. 20〕2

(it 7) このj』 w，土193リ140年：0［算カ'f'.＇！＋資4.518
ぽノレピーから I首H安策事；~8410万ノレピーを位l身、して得ら

j! fこも ） ，戦ー・c,,11の軍事れを推ドノたもゾ）ゴはない。

Cit 8) 協定の後：仰の3明日；;J:1940年3月18日付け

, MilitaηFinance Department Letter No.35-B ：二

記載されている政令の MajorHead 58 （第療費） ,I) 

¥fain Head 1 (,fl＇！＂；軍事 1"),Main Head 2 （物価」－

＇，＇に関 1ご包品Iは♂）， ¥1礼inHead 3〔： J 下d〕i:;.,人

でまかなう戦争指｛澄〉で。｜止されfこα

（注り） ノレピー lスターじンク：こえJすJ交換レ ト

1；大戦中， 1ルビーにつき iシリング6ヘン丸に白j定さ

j lたの 、立替コE：「事'l与 t払L Lこのぐ；（iレ－ " 
frなわnfこc スターりン Yに対す主主交換 Jートが認定
ぺjLたt・め，員ll次大戦中のようにノレビーi腐の状態は

'Iまれr,1ンI: : ，亥1[！白川LUをL , 1 Lる：とになり，
それだけスターリンゲ以入の損失を桁L、た。またポン

lの対 lL交換 v pもi、ントニ4.02：ん；こ統：r
れたため，オンドの実勢l土10～12%低かったにもかか

ノjらす， Tンドリ町得L；・ドノレ仁紋付jL〆 ：、でホシド

に交換された。 : ／ドIHlJ46年3)]31日に，iii'国ドノν・

ブールに対して11.4倍、ノJピーの残高をもっており，自

iiの干IJペ壬犠牲に［てイ l 1スのh~l手掛／1{ll fヒのため

に働かされた（R.S. Kapuria, The Indian Rupee 

(Bombay, 1967¥ 1〕p.24,30）。

（注10) N. C. Sinha and P. N. Khera, p. 309 

（注11ノl N. C. Sinha and P. :¥. Khera, p. 314 

（注12) C. N. Vakil, p. G. 

（注13〕 N目 C.Sinha and P. N. Khera, p. 317目

（注14) この ＼｝..';l；は， フ少

C)fこめ♂J111止土M日匂を i/ ）・に負わさないよう』こ企i渇し

いた：：，、しか l・t際4こ：にあま： ii立f心 lj法ごfl 

jllをイントにf11lしつけるための一方策にずきなかった

1.R. Palme Dutt, India 7いlayどBombay‘1947),p 

119）。

C il.15）日1illipsJaffe, New Frontier., in /lsia, 

I'・ 44., i, ,¥ ii志ょ・，・「1¥/i民地：i義とi三1,;,J:J，；』 Cf}j 1(, ,I; 

月， 1969年）， 288ベーシより引用。

6 

Il 軍事費の推移

l. 第 l次大戦かろ第2次大戦開戦まで

インドの軍事費は，第1次世界大戦の始まった

1914/15年には3.065億JI,ピーであった。インドは

大戦中， イギ 1）スの戦争遂行に協力させられたた

め，軍事3雪は急

約21吉の6.4071在yレピ一王な J，た（「U¥

インドは Govenrmentof India Actの Section

どにより，イ＞ 1ごの領土外での軍事作戦の費用を

インドの歳入でまかなうことを禁じられていた

が，戦争の初期に立：去；議会（Le日islativι白 Assen

が特別決髄を過過させ， ヨ一口、ソパ派遣軍の通常

誌の負担を認めたの.2）れ戦争社長びき、インドは第

1次世界大戦中に 55万2000人の戦闘員と39万1000

人の非戦闘員をヨーロァペ戦線乙送ったため，派

1萱軍の通常経費の負担が軍事費を膨張させたっし

たがって，戦争が終結し， E震の動員が解除されれ

ば軍事武Jは減少するも円と考えられてL、たが，終

戦直後にアフガン戦争が始まり， さらに軍の近代

化のための支出も増大したため、期待に反して軍

事費は1920/21年まで膨張を続けた。

過重な軍事官’についてほ第i次大戦中からイン

ド国内に強L、不満があったが，終戦後も軍事費が

ふえ続：fたことは，1920年5月iこi'L¥された Esher委

員会報特持のインド軍の役割に関する規定の議会

での拒否決議，反英独立運動の高まわとあいま 7

て、軍事変；こ対する批判を強め，軍事費’nrJ減へのき

叶かけを作ることになった。軍事費は 1921/22年

から減少をはじめ Inch問問 Committee(1922｛刊の

各種の軍事費節減勧告によってそれは一段と促進

された0 4 方において、軍事費の削減は軍の近代

化と能率を犠牲にするという矛盾を生み， 軍事費

約稽小｛i:限界につきあたり，軍事費I土1925/26年
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から 1931/32年の 7年間， 5.1 ｛意jレピーから5.6憧

ルビーの聞にとどまった。しかし‘ その後世界不

況のために深刻な財政危機が慢性化し，奪事費削

減が不可避となり，1933/34年から第2次世界大戦

の始まった 1939/40年まで4億ノレピー台に抑えら

れた。

イLドの軍事費の抑制はインド財政の窮状のた

めに避けられないものであったが？ イギリスにと

3 ては，インド軍は英帝国軍の一部であり，英帝

国の防衛上インド軍のjJi代化の遅延ば重大な問題

であった。そこでIで述べたように，イギリスは

Capitation Rate Tribunalの勧告に基づいて，

1933/34年度から150万ポンドの箪事費援助を与

え，インド軍の削減を防ぎ，装備の近代化に努め

たりさらに，イギリスは19'.¥9/;10年から Capitation

Rate Tribunalの勧特に基イく援助を50万ポン

ド J~：額したうえ，第三次世界大戦の勃発を予想し

てインド箪の近代化について調査するためのチャ

トフィールド委員会の出したインド軍とインドの

兵器廠の再編，拡大，近代化に関する計画をイギ

リスの援助で実施した。 しかしインド自体の負担

はわ子かの増加にとどまり，インドの軍事費は

I lJ:19/,10年まで4億ルヒ一台に抑えられた。

イシドの軍事費は［仕界的不況に上る財政危機の

時代には，ピーク時の半分近くまでi司減されたが，

ついに第1次世界大戦開始前の水準にまでは下が

らなかった。また，公務員の給与を10%引き下げ

た財政危機の時代においてすら，インド軍は 20万

以上の兵員を維持しており， イL ド自体の軍事実’

J〕削減はイギリスの軍事費に対ずる援助によって

かろうじて実現されたものであったっ別言すれば，

fンドは第2次大戦前の世界的な軍備拡張の波を

あまりかぶらず， わずかにかぶった部分はイギリ

スの財政援助によってまかなわれ，第2次大戦の

勃発まで軍事費握手張の圧力をごまぬがれていた。

ffi 1表インドの軍事費（1914/15～1938/39年）

（単位： 10万ルピー）

年紅葉E豊富J高宮製院議

'"t" 
9,812 2,984 30.04 

191 15 9,700 3,065 31.60 
191 16 10,096 3,339 33.07 
191 17 10,758 3,749 34.85 
1917/18 12,759 4,356 :-14.14 

1918/19 15,953 6,672 41.82 
1919／却 18,732 R，り98 46.43 
1920/21 19,668 8,175 41.56 
1921/22 10,884 6,981 64.14 
1922/23 10,431 fi,527 62.57 

1923/24 9,907 5,62:-l 56.76 
1924?5 9,706 5,563 57.32 
1925 26 9,759 5,600 57.38 
1926/27 9,789 5,597 57.18 
1927/28 9,280 5,479 59.04 

1928/29 9,282 5,510 59.34 
1929?0 9,656 5,510 57.06 
1930 31 9,784 5,430 55.50 
J 9:-JJ /:-l2 9,540 5,176 54.26 
1932/33 8,602 4,674 54.22 

1933/34 8,012 55.44 
l<J:¥4/35 8,323 4,434 53.27 
l<J:-J5/:-l6 8,309 4,498 54.13 
1936/'.-¥7 8,089 ,1,545 56.19 
1937/38 8,657 4,735 54.70 
1938/39 8,511 4,618 54.26 

（出所） Reserve Bank of India, Banking and 
Monetary Statistics of India (Bombay, 1954), 
pp. 872-874. 

〈注〉 1922/23年以降州財政が分離されたため州政
府の支出は除外されている。

2. 第2次世界大戦中の軍事費

インドはイギリスの参戦と同時に自動的に参戦

[,t［となし戦争の初期においては主として中東・

アフリカにおける戦いの兵枯基地としての役割を

果たし， 1943～44年にかけての日本の侵略の脅威

にさらされた時期には国土防衛のために戦い，戦

争末期に才3いてはイギリスの東南アゾアでの失地

!11］－（短の作戦基地となった。インドはこのように戦

争のそれぞれの局面において連合国， 主としてイ

ギリスの戦争遂行策の一端をになわされたため，

インドの軍事費は第2次世界大戦中かつてない速

さで増大した。ちなみに第1次大戦中の軍事費の

7 
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第 2褒 インドの第 2次大戦中の軍事費 （単位： 1000万ノレピー）

！脚
(I）怪常勘定｜ I : I 
1. 基本軍事費 I 36. 77 I 36. 11 I 3ほ77 I 36.77 I 36.77 i 36.77 I 36.77 
2. 物価上昇分 I 1.19 I 2.56 I 4.39 I 7.97 I 14.44 I 18.73 I 21.02 
3.戦争措鐙 I 3.51 I 25.90 i 54.44 I 161.63 I 298.75 I 330.61 I 292.os 
・1 /Lll 接軍 ￥ JI: I s.01 : 8.38 •日.33 I s.26 ! 8.44 I 9.38 I 10.41 

(II）資本勘定 i 一 1 －！一 I s2.51 ! 37.46 i 62.悶 I 35.o 9 

否一 一一一子寸7一7五：J円 1凶訂7釘
（出所〉 Re喝erveBank of India, Report o河 Currency仰 dFinance 1946-47, p. 65. 

増大と第三；欠大戦中のそれを比較するならば，前

者は約3.2俗であるのに対し，後者は約10倍であ

り，連合閣の立替え軍事費（recoverablewar expend-

iture）まで－；＇＜；めた総軍事費は拘 19倍仁もな.＇てい

る。

インドは第2次世界大戦においても主交戦国で

はなかったが，総力戦である第2次世界大戦は，

イギリスの軍、与費の肩代りを通じて， インドにも

このような2、激な軍事費の膨張をもたらすことに

なった。

皇宮3表 インドの2,1;2次大戦中の総＇cf,'.,fr ti: 

（単位： 1000万ルビー）

一十一 ［平7す百一「立替え1 瓦~－~
年度 l軍事費｜討議i 口 I 

1939/40 
1940/41 
1941/42 
1942/4:'l 
1943./44 
1944/45 I 
1945/46 

よ当、
仁3 言十

49.54 
73.61 
103.93 
267.13 
395.86 
458.32 
395.32 

4.00 I 53.54 
.'53.00 I L26ι1 
194.00 I 297.93 
325.48 I fi92.fil 
古刀．羽 I 77:-l. 73 
410.84 I 869.16 
374.54 I 769.86 

1743. 71 I 1739. 73 j 湖 3.44

（出所7Reserve Bank ば I吋 ia,Rep01 t on Cur-
ren,・y and Finance 194/i-17‘p. 65. 

インドの第2次大戦中の軍事費は，第2表から

明らかなように， 1942/4:l年から急増してL、る。こ

れは日本のが殺と東南アシ7への戦争の拡大が直

接の原因となっている。すなわち， 日本軍がシン

ガポールを攻略し， 1942年3月8日にラングーン

8 

を｛i演したため， H本軍のインド侵攻の脅威が現

実のものとなム侵攻に備える準備をはじめたと

きから総力戦の負担がインドの上にのしかかりは

じめた。それまでは，インドは戦場からは遠く離

れており， ヨーロソパでの軍事情勢の変化が急激

な軍事費の増大をもたらすこともなかった。した

がって，インドの箪事費の推移は 1942/43年以前

とそれ以後のII寺期に分けて検討するのが適切であ

ろうじ

インドの1939/40年度の軍事支出は4.954億ルピ

ーで当初予算の 4.518億／レピーを 4360万ルビー上

はってU、る。＇！＇・時の基準でも－：，てすれば 4360万ノレ

ピーの軍事費の増加は大きいが，戦争の最初の 7

カ月聞が軍事費に与えた影響は他の参戦国と比べ

れば小さかった。もっとも，このil:¥60万ルビーに

はチャトフィー／レド委員会の勧告に基づいてイン

ド軍の近代化のために使われた資本支出は含まれ

ておらず，資本支出はさきに述べた Financial

Settlementに従っご立替え軍事費；こ計上された

Ul :J）。イギリスの負担分とされた立替え軍事費は

約4000万1レピーにのぼっている。

ヨーロッパでは 1940年中に戦争局面に大きな変

化があった。 ドイツばノJレウェー， デンマーケ，

オランダ， ベルギーを採目前し， 6月にはフランス

を降服させたため， ヨーロッパ諸国とインドの貿
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イギリス分担分が増加したことによるものであっ

fこ。

ランゲーンの陥落後インドをとりまく清勢は悪

インドの安全保障民不安が）、にかれ易は途絶し，

インドでも戦争局面のそして，るようになった。

変化；こ対応Lて陸海空軍～の拡張と起こりうる事態

に備える準備が始められた。 1941年の初めまでに 日本海箪の機動部献は 1942年4月1日か

ら11日までベンガル湾を制圧しベンガル湾1ヒ部て、

化した。

イラクは枢軸fl¥llについ

商からの攻撃に備えて

バルカン前回（土席巻されー

たため中東情勢は悪化し， 商船多数を撃沈はインドの陸岸近くまで迫って，

カノレカッタ周辺の飛行場を爆撃したen.s〕。

本の潜水艦はイ＞ lごの西海斥まで出撃し，商船を

破壊した（法的。日本の機動艦隊によるインド攻撃

日し，

その後i主治はこれが最初にして故後であったが，

水艦の商船破壊活動と陸軍航室部隊のベンガル地

年l：.！月にじr1本が参戦し翌年 ＇.：＇. Jiにラングーンが

陥落するに及んでインドははじめて直接的な侵略

のfl＇威にさらされることになった。

インド軍は第2次大戦前には総数で20万人弱に

さらに， 1941軍備を強化する必要にせまられた。

方に対する爆撃が継続的に行なわれた（it7）。中部

ピルマを基地とする陸軍航空隊、はイギリス軍の反

大戦の開戦後兵境［土君、速：三増強さなべていた♂司

れ， 1942年のi立じめには 100万人を突破した。陸

チッタ主としてカルカッタ，攻を阻止するため，機甲部隊の新設，各種の軍では騎兵隊の機械化，

飛行取の爆撃を続けたの二fンの港湾施設，船拍，海軍it沿岸訓練機関の新設・拡張か行なわれた。

で，インドは日本軍の陸・海からのベンガノレ地方へ若干の艦艇が完成し，就役し防衛施設を建設し，

日本の侵攻の危機を強く意識するようにな 1 た。た。空軍tt資付と熟練技術者の不込のため‘ 1941/

ぷインドに実際iこ侵攻したのは1944年3)3にインチャトアィールド委員会42年末ま℃の日寺点では，

イン

れま 1912～43年には日本軍侵攻iこ備えてベンガル

州沿岸部で米と河川用の舟の撤収を実施するほど

浸入の合成をさし迫ぺたものと感じてL、た (lt8'0 

ノfーノレ作戦を実摘したときのことであるが，の設定した目標に到達しえなかった（此心。このよ

うな陸海空：＇， lドの強化・拡大は子ンドのが京支出

の増大をもたらした。 インドが臼本軍侵しかし，

攻、＇）危機仁 5らされる上うにな Jたのはヒルマ市

インドの防衛は伝統的に西北国境に重，，：ょが置か

東北方面の防衛は全く手がつけられて

また FinancialSettlement の領後のことであり，

れており，おかげでインド自体の軍事費の増加はある程度抑

日本軍のビソレマ占領とともに印

新兵の徴募

イギリス~

し、なかず》たので，

緬国境の防衛強化は焦眉の念、となり，

は月間5万から 77Iに引き！今げられ，

J ;: ・.；スのil｝干え軍事誌がそれだけ増加

することになった。

f ギリス c.'1 ：~替え軍＇tr費は l(J.ll/42 年；こは 19.4

制され，

飛行機が増派された C/19）。制空権の回復のため，

飛行場の建設が念ピッチで進められ

インド自体の策務費10.393龍／レ億ノレピーとなり，

が追加され，ヒ。ーを上回るようにた／）た。 1941礼2年までの立替

アメリ通信施設が建設された。軍用道路，
，
 

〕内リート主（
 

主として4γ トフィールド計

聞の実施のための特別資本支出とそれの維持費，

え軍事費の；fJ/Jilは，

カもビ、ルマが日本軍の手に落ちて以後は陸路で中

インドがらの空闘に対する援助ができなく／，（り，百事施インドの軍事生産能力拡張のための支出，

インドは相互援助協定に基

アメリカ軍のために飛行場を作り，物資・

9 

輸に切り換えたため，

ついて，

それらのストック

の貯蔵施設の建設費，共同措置（；ointmeasures）の

その他軍需品の調達費用，設，
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役務の提供を行なった。 また， インドはチャトフ

ィーノレド委員会乃勧告外；こ建設された軍事産業の

所有権を得ることを条件に資本コストを半分負担

主せられたf[1'11) C 

第4袋 軍事：資本支出の内訳

（単位：1000万ルピー）

11942/43:19必／仙制／必！1附／46

2包 軍（飛行場）いよ3.34 14.671 15.叫 24.44
工業開発 5.7引 3.32i 3.倒 2.03
相互援助（飛行場） よ56 15.刈 lS.541 7. 03 
海軍の新♂！ :Ll81 0.52; 2.1ぺ ο.39
通信施設 0.081 3.611 5.倒 1.20
チャトフィーノレド計画｜ 11.44! -I -
その他｜一I i zo.m 

一一「…「…円2.8戸…
「出所） Reserve Bank of India、Report011 Cur 
rency and Finance 1945 46, p. 50., Report on 
Currency and Finance 1946凶 47,p. 65より作

成。

日本軍侵攻の脅威がインドに直接及ぶようにな

って以後、 インドの国防努力結すでに述ぺたよう

に強化され， 軍事費は激増するととになった。総

軍事費は 1942/43年には59.262億ルピーにのぼり，

戦前の平時軍事貨の12f町会になった。 f免官すれば，

1臼の軍事支出が約1500万ルピーになり， 戦前の

平II寺軍事費が1カ月で消費されるようになった。

さらに， 1944年3月には日本軍のインパーノレ作戦

が治ま.－，たため， 1943/44年の軍寸f費Lt77 .373 {:¥J! 

ノレピーに， EH4/45年には 86.916億／レピーに増大

しに。 イL ドの総軍事支出は NH/45年に第2次

大戦中の最高を記録し， 1日当たりの軍事支出は

約三300万 ll.,ピーに噌大した。

1942/43年まではインド自体の軍事費よりも立

替え軍事費の増加率が大きく， 1941/42年と1942/

.n年の三年聞い絶対額でもインド自体の軍事費を

上回った。 だが，

／レ万面Iこ侵攻し

日本軍が 1944年3月にインバー

インドの国土の一部が戦場にな

ると， Financial Settlementに従って， インドの

IO 

国内での戦費はもとより海外からインドに増派さ

れた軍隊の費用もインドの負担にされ， インド自

体の軍事費が激増し， 立替え箪事費を上回るよう

になった。 インドの領土内での戦争がイギリスの

インドにおける権益を守り，東南アジアの植民地

の奪還のための足がかりを築くためのものであっ

たにもかかわらず， 軍事費のより大きな部分がイ

ン戸の負担とされた。 インドが日本の侵略の脅威

にさらされるようになって以後の軍事支出の負担

英印両国か

ら不満が出て， スターリング資産の支払いをめぐ

る争いは戦後まで続いたが， FinancialSettlement 

さきに述べたように，分については，

の規定は改正されずそのまま適用されたら しかし

ながら， FinancialSettlementの規定は改正され

なかったにもかかわらず， 1942/43年以降はイン

ド自身の戦争措置に帰せられる箪事支出と共同措

wi：のための支出が激増し， 軍事費の負担割合はイ

ンドに不利になり，

増した。その結果，

インド自体の軍事費負担は激

Financial Settlementはイン

Jiを過大な軍事費の負担から守るとャろ公言され

た目的を果たしえず， 逆にインドの負担を大きく

することになった。

1939/40年から1945/46年までのインド自身の軍

事費累，；十は 174.:371信ルピー， 立替え軍事費累汁

は173.973 ｛：意ノレピーとなっており， インドの総軍

事費累計法 348.:144誌ルピーとなる。同じ期間の

政府支出の累計は 399.580億Jレピーであるので，

政府支出に占める総軍事費の比率は 87.4%にもな

る。総軍事費のなかには民事行政部門の軍事費と

民事国防費（civildefence measures）は含まれてい

t.t U、ヵに その累計11.858億ルピ一世12）を加えるな

らば，その比率はさらに高くなる。 したがって，政

府支出の1937/38年の 8.661億ルビーから1945/46

年の89.420億ノレピーへの増加は大部分が軍事費の
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m s褒 インドの第2次大戦中の財政収支 （単位： 1000万ルビー）

I 1937 /3811938／ぬ11叫 0I 1940/ 41J 19山 2i 1942/4311附3144119,W,IB両／ムli~~~~！2i!t
I 中央政府予算 I I I ! I I I I 
(1）歳入I 86.611 84.521 94.57i 107 .651 134.刷 176.倒 252.061 335 .571 360. 671 1 461. 97 
仙歳 出I 81,.611 85.151 94.5引 114.18! 147.制 2回 051 441. 841 496. 711 48品.阿 2,068.・!8
（：：：黒字（）赤字 1I .. 1 0.6:li .. 1 6.53/ 12.6が－112.l引－189.781-161.141-12:1 90I 一的621 
（』pl の（2i と！ I I I I I 2 I I I I 対する割今 j 100.0 [ 99.3 I 100川 94.3! 91.4 ! 61引 57.0I 67.6 I 74.4 I 70.7 
II 中央政府総支出 1 I 山 ,,I j 川！ ! I 
I （印日に対ナ I 86.611 8s.1町 問問 167.18/ 341. 26[ 667.間関7.111 970. 38[ 8θ4. 20/ 3,995. 80・ 
る害1Jtt I 100.0 I 99.s : 95.川 64.4 I 39.4 ( 26.叶 29.4 [ 34.6 I 40.3 I 36.6 
A イLI＇自体の 1 I I I r I I l 
支出 I I I I I I I I 
:°I i主；事？＼＇.＇ I :;9.391 38.ν7' 4:'i.031 40.57 43.：む 74.431 日3.44! 101.221 124.341 512.36 
時：事た I 47 ::i2J 46. i出掛:141 73:61 103州 267.1割；l95.8向 458.321 395.321 l 74:1 72 

B 立替え軍事費1 . -I .. 1 4.oo: 日.oo 194.ool 325.4副 377.8判 410.841 374 .541 1,739.73 
m 各年！けJの中央i I I I i I I I 

政府前段＇~十J I I i I ! I I I 
11）スターリング僚1467.891 464目941 439.叫 341.111 206.931 50.561 34.7叫 34白川 33.841 -431.10 
亡、ルピー債 I-138.401 437.871 450.2訓 574.551 611. 851 748. 74ll ,006.55IL212.14!1,492 2刈＋l054.33 
（日l小刻貯蓄1l:'17.761 141.451 135.35: lOR.791 95.56] 92.771 118.4升 159.凶 221.521 +80.07 

(4）大蔵省証券・｜ 38.011 46.叩｜ 54 '101 84. 90[ 1拡吋 2脳 101山凶 86.701 83.d +37.03 
fil期融資l I I I I i I I 'I 叶
（中l付きii，務京市日 11,J'l?.帥，湖町i1，批判1,241.6111,209.2n,3s:-1.凶，532.471,8印判口出掛十I，肌62
GLif芳） Rcsen・e Bank of India, Rψorts 011 C川河河cyand Finan正f 1946-47, p. 65. 

〔注〉 1939年3月31日と1940年3月：－nHの変化，十1942/43年a以降は鉄道年賦金の資本部分を盟の(1）と（めから除外。

増加によるものであった。

植民地下のインド財政は国民経済との聞に有機

的h連関合欠き、財政の膨張；主第三次世界大戦が

始まるまできわめて緩慢であり C/113）‘短期間にこ

のように急激に財政が膨張したことは，少なくと

も ｛ ＇，；＇リスの直接統計汀、に i毘Pれてか＇）： tなか 7

た。日2次大戦lドの軍事費の激増による財政の膨

張もインドがイギリスの植民地として第2次世界

大鞍に引主ずり込まれた結果生じたものであり、

イ三｜了経計の内的た発展による仁のではなかっ

た。したがって， あとにみるように，インドの戦

時針政の1房長は fンドゴ）国民経済に大きk混乱を

き t~ したにしかし、 第三次大戦中の財政の膨張の

ため増税， 公演・の増発などの措置によって財源が

拡た三れえ｝）で， 平時lニ戻－.，てかれ、 とくに数立

後における財政発展への途が調かれた点、で戦時財

政は大きな財政史的意義をもっている。

（，七 1〕 イン ．土第 l次世'Nた専攻中， 海’・1l，；託、也市.i)

通常費を負担したほかイギりスのために約2億ポンド

。市事費つ立替えをわなL、， I億ポンドの！日与（con・

tribution）を行なった。

（ハー2) K. T. Shah, Sixty l0<'ars of Indian 

Finance, p. 422. 

（志3) チャトフィーノレドrs員会v』勧告にもと.i < 
事力近代化に要した資本支出はすべて立替え軍事費と

された ：N. C. Sinha and P. N. Khera, p. :320）。

（注4〕 軍の近代化，拡張の状況は N.C. Sinha 

and P. N. Khcra, pp. 323, 325に」 －io

( i主5) U：本つ機動総隊は 9月5il から 9日のfl司に

11乃2.312トンの商船を撃沈した（防衛庁防衛研修所戦

史－~ IF！菊ni・ベ／ガル間方面海軍進政作戦』〈羽雪新
聞， 1969年）， 675ページ〉。

しI:6) 日本｛穴水割i；：訟はイ／ドの内海岸i'i＇に治的し

て， 4月初の10日間に5隻， 3万2404トンの商船を撃

i’上した（防衛庁防衛研終所戦 •t主主， 675ベーノ〉。

（注7〕 日本の潜水艦はベンガノレ湾進攻作戦以後策

2 ；，：大戦中に約50万トンラ ドイアのY，水艦it均 10（）万
トンの連合国商船をイン l洋で撃沈した（防衛，r防衛
研終所戦火室未公刊資朴による）。

（法8) インドの公刊戦史は日本箪侵入の街l戒につ

L、ご、 '11-:;t,:，まアラカノと上ヒノレマ ξイγ ト（目境vこうll

I I 



Ⅲ軍事費の調達
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遣い成功のはなぱなしいことから際海からインドへ

の侵攻を続けるものと思われた」とし，日本の侵攻コ

ースを予想してそれに備えていたことを明らかにして

いる（S. N. Prasad, K. D. Bhargava and P. N. 

Kl〕era,Reconq官eringο，f liumuz, ¥'ol. 1 (Delhi, 
1%8), pp. xxi, 11～121 

Cd: 9) C. N. Vakil. pp. 7, 9 

(:HO) 1942年には lt'r i : l(川’J人＼.，上の労働者が

飛行場の建設に動員され， 1943年2月までに建設中の

220の飛行場のうち100の全天候飛行場が:;t成L,60が

乾期には｛史用できるようになったの.Woodburn Ki-

rby, The War against Japan, Vol. 2 (London, 

1958), p. 301）。

「i11) P. C. Sinha and P. J'¥. Khera, p. 326. 

C 112) 民事行政部門、＇ 1,F'JltiU

1制OO>iルヒ－）

主 ｜戦争関係の支出l,iivi!Dif;,n,e ¥ (t "I 

1c1:1り／40 I 0.15 I I 0.1s 
I＇はりi41 I 1.18 I I 1.1s 
1941/42 I 4.6:1 I I 4.6:i 
1942/43 I 24 .os I 6.15 I :m.23 
1943/44 I 25.46 : s岨19 I :i日.65
1944/45 I 27 .20 l :,. 76 I 3日96
1945/46 I 19.36 I 1.52 I 2i目88
1946/47 I ・ I 0.26 I 0.26 

二一「102.06 I~~；~－＝仁＝－：1i8!4-
ト＇.') N. C. Sinha and ド K.Klwr≪, p.:M7. 

( 13〕 インドの中央frit}二｛以前 J 財政支出総額

,tl9S8／回年の5.019億ん 1こ ノパ J l(B持＇39年の20.747

,[ .・ーへ，すなわち811fli',vて 4e，にiか彦監しなか
！（数字は G.B. Jathar山1dBeri, India河 Econom-

ics, Vol. 2, Sixth edition (London, 1941), p. 534 

による〕。

国軍事費の調達

インドの軍事費は， Eで述，＜に上うに， 1942/

.J:¥ .qでから激増し，インド財政をかJ Iてなャ速さで

il主張させた。インドの松財政支出 すなわちイン

ド「！？ドの財政支出に連企凶の／二め斗.t出した軍事

費を加えたものは 1939/40年から1945/46年の聞に

399.58億ルピーに達した。第2次大戦期のインド

の財政支出総額399.58億ノレピーのうち実に

:11s :;1s億ルピー，すれ；／）川）1.17＇，，，：二軍事費’であ

r--・ • Jーの

I2 

インドの軍事費は， 第2次大戦前に主計、てもそ

の闘力に比べて過大であると批判されていたが，

第2次大戦中の軍事費は最高時には戦前の 10倍に

も,i凱長し，軍事費の調達のために憎税、借入れの

増大がばI.-) Jし さらに不足分が通貨の増発によっ

て士かなわれたためインフレを引き記こ L. 国民

に大きな犠牲を強いることにた ノ｝＇乞。 イムド；土自

閣の軍事費だけでなく， ほぼ自国の軍事費に匹敵

する連合閣の軍事費を負担させられ， インドの軍

事費調達の困難は倍加した。というのは，連合国の

軍宇：費はスケーリングでインド政的iこー応支払わ

れたもののそれはイングランド銀行に凍結され，

すぐに輸入に使用できず， そのかぎりに.LL、て全

く無償で連合国のための軍事費を負担させられ

た。換言すれば，インドが支出した軍事費の負担

が FinancialSettlementによってどちらに帰する

ことになろうが， インド囲内における軍事費調達

の悶難はすべてインドにふりかかってきた。イン

ドにおし、ζ も軍事費調達の努力は他の交戦国と同

じ工うにJ｛］税，税外収入（non-laxreve口lll＇.の増

収、一般借入れの増大に向けられた。そして，新

税の導入， 税率の引上げ，鉄道・郵便・電信等の

料金の引上げが相ついで実施され， また一般から

の借入れも大幅にふやされ，非インフレ的手段に

よる歳入の増加が図られた。しかしながら， 急増

する市下ド支出は歳入の増加をしのさ‘ 赤字財政，

すなわt，通貨の増発による財政資金の調達～の依

(f 1ト大さくなった。

主己i欠［仕界大戦期の財政収支は第5表f) j重りで

ある。 1939/40年から 1945/46年の総財政支出は

399.58億ノレピーで， このうち 146.197億ルビー

(37%）は税収と税外収入によって， 145.599億Yレ

ピー（：；fiけら〉ば非インフレ的な一般借入れによっ

てまかなわれている。残りの 1ll7 .7S・l位 Pレピー
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第6義中央政府の歳入構成の変化

（単位： 1000万ルピ…）

L関税
2. 中央消費税

法 人 税（超過利得税）

4. 法人税を除く所得税
（超過利得税〕

5. 通貨・鈎貨（準備銀行益金）

付鉄道納付金
7.郵似.J主信
8.税収合計

1938/39' 1945/46 

73.61 
46.36 
7ci.73 
((ii 33) 
102.30 
(11.18) 

O目58 16. 75 
10.20) (14 69) 
1.37 :c.oo 
0.19 11.31 
16.3s I 311.36 

( I叩'i)j') Reser、eBaniく ofIndia, /cヴ＞ort011 （’ur-
γピncyand Fi：百ancc/946--47, p. G守

（注〕 法人税を除く所得税には州の取得分を含む。

( '.!,a：，） は；通貨の増発によって埋められたむしか

~- ;¥ ／）＞ら， 1’ンド政府自体の財政支出は戦争の全

期聞を通じて税収と借入れによって充足され，イ

L ド自体の財政収支仁閉するかさり財政赤字（土生

じなかった。しかし， それは形式論理にすぎず，

軍事責調達、・＇）面から λゐならば意味のなL、ことで

あっt：：.。なぜなら， インド政府i主連合国の軍事費

を含めた総軍事費の調達責任を負わされており，

f［＇.軍事支出を非インフレ的手段に kって調達しな

いかぎり， その責務を果たせなかったのである。

イン戸政府は次に述べるように、非インフレ的手

段による軍事費の調達に努力したが，総軍事支出

をカバーしきれず，赤字財政によるインフレ庄力

をたえず作 IJだした。

1. 税収の増加と租税体系の変化

：思ゴ次大1P}11iiにおし、ては，税収がインド財政の

議入の大宗をなし， 1930年代におし、ては大戦が勃

発するまでf半年度とも税収の歳入総額に占める割

合は 9割前後となってL、た。本悶背（home仁harges)

支払いの必要上， Yレピ一平価の安定と輸出増進は

至上命令とされていたため，伝統的に財政収支の

均衡に大きな努力が払われ， インド経済が世界恐

慌の打撃を受けた1930年代においてすら意識的な

赤字財政政策はとられず， 歳出の削減が不況を激

化させ，鉄道・郵便・電信等の税外収入を縮減さ

せ，税収の相対的ウェイトを高めることになった。

その結果，不況期においても税収の支出カバー率

がきわめて高くなった。

インドの均衡財政政策は， インド経済自体の発

般によってもたらされた内発的要因でなく戦争と

L、う経済外的要因によって崩壊させられ、 それと

ともに税収の支出カバー率も大幅に低下した。も

れろん， インド政府は増大する軍事費を調達し，

インフレの昂進を阻止する必要から種々の税収増

加措置を講じ，税収はかつてない速さで増加したC

1945/46年の税収総額は1939/40年の4倍強に増大

したものの軍事支出はそれよりも急速にふえ，財

政支出総額は同じ期間に約6倍にふえたc したが

って，税収による歳出カバー率はしだいに低下し

ていったが，第2次大戦期全体を通じて税収は最

大かっ最重要財源であった。

第2次大戦勃発後，増大する軍事費を調達する

ため，直接税，間接税を間わず税率の引上げ，新

税の導入が図られた。それらの増税措置を1940/41

年から 1944/45年まで年度別に示すと次の通りで

ある。

1940/41年度

(1）「標準利益J(ii l）を上回る超過利益に対して

50%の率で課税する超過利得税（ExcessProfits 

Tax）の新設

(2）砂糖消費税の 112ポンド当たり 21レヒーから

:3ルピーへの引上げ

(3）揮脱出税の iガロン当たり 10アン十からはア

ンナへの引上げ

(4）所得税と所得付加税に対する25%の加重税の

新設

1941/42年度

13 
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( 1 I超過利得税税率のGn'/i<J,:1＇＇の引上げ

(2）所得税と所得付加税に士、fずる中央加重税の

25~＜＇，がら33Ya%への引上げ‘

(3）マッチ消費税の倍加

(4）人絹と人絹糸の特別輸入関税のポンド当たり

3アンナから5アンナへの引上げ

(5）タイヤ・チューブに対する従価10%の消費税

の新設

1942/43年度

( 1）所得税の基礎控除額の20（川ルビーから15001レ

ピーへの引下げ

(2) 2000，レピー以上の所得に対する加重税の累進

化

(3）法人税の括%から3/32%への引上げ

(4）鉄鋼，原綿，石油を除く全車；t入品に対する臨

時加重税率の関税収入の20＇；｛，へのりIJ：げ

(5) 揮援油消費税の 3アン十への引上げ

(G）炉i由，銀消費税を輸入問視と同じくする

1943/44年度

(1 I一部所得階屠｝こ対する所得税付加税と中央加

率税の税率引上げ

(2）法人税の現率の話%からJi%への引上げ。

(3）タパコ消費税の新設

(4) 112ポンド当たり 5ルピーの植物油（硬化油）

消費税を新設

1944/45年度

(1）千fl¥所得階級に対する所得税付加税と中央加

主税の税率引上げ

(2）法人税率の対%から3/12%への引上け、

(3）タパコとアルコーノレ飲料の基本関税に対する

臨時加重税の20%から50%への引上げ

(4）タパコ消費税の税率引上げ

(5）ベチルナット，茶，コーヒーに対するポンド

汚たり 2アンナの消費税の新設

インド政府が採った多面的t王増税措置は，国際

的経済情勢の変動によって相乗作用あるいは誠

殺作用を受けたが，全体としてみるならば税収の

大幅な増大をもたらした。第2次大戦中の税収の

第 7畿中央政府の税収構成 （単位： 1000万1レピー）

1939；ノ40 1940/41 I 1矧；42! 19421,n Iぬ4洲｜加／45 開／46I合計

問＋人央税を消人除く所費得税視穏組牟

45.88 ;;7 .30 37.89 25.12 
li.52 9.49 13.15 12.79 24冒94
2.：，自 4.14 11.66 :-n. 40 51.28 
14.20 17.63 25.01 43.46 ら8.37
10.86 7.67 9.20 10.91 8司34

量森 ヘ消 費ン 税喜林 : 

0.47 0.48 0.65 0.75 0.80 
0.16 0.18 0.19 0.20 0.33 
0.26 0.27 0.32 0.38 0.48 
0.36 0.39 0.41 0.52 0.71 

昔の動録他車租税車i 

0.16 0.23 0.19 0.07 0.07 

0.01 0.02 0.02 
0.04 0.05 0.06 
().(11 。01 0.06 

一 γ一一『’‘
Hie収合計 81. 30 125. 71 172.03 
一一『－ • 【
歳 入合計 94 57 107.65 134司56 177. 09 I 249.96 

(/i＼円；） N. C. Sinha江H《lP. N. Khcra, J,宮ιiiani予＇arEwno111 

Revenue Accounts. 

（注〕 ＊ 州の取得分を除く。

14 

39.77 73.61 286.14 
38.14 46.:l6 151.39 
83.65 84 06 268.57 
81.09 65.74 305.50 
9.29 10.2り 66.47 

1.04 0.99 5.18 
0.31 0.28 1.65 
0.70 0.89 3.30 
0.79 0.84 4.02 
0.08 0.11 0.91 

0.02 0.02 0.11 
0.07 0.06 0.37 
0.07 0. 08 0.30 

255.02 283. 24 1093.91 

335.70 361.18 14剖 .71
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大部分は所得税，関税司 i肖賀F科~（！） 3大財源によっ

て生みだされた。これらの租税のうち所得税，消

費税は軍事インフレの下で躍増したのに対し，関

税は戦争による輸出入の激減のため戦前よりも減

収になった年度が5聞も出た。その結果， 1938/39

年に税収の約5割をあげていた関税の地位は低下

し一時的現象ではあったが問時間中心の租税体

系が崩れ，直接税中心の程前体系が出現した。

第2次大戦中の直接税収入の増散は所得税と法

人税位2）の加重税（surcharge）の税率引上げと超過

利得税の新設によって行なわれた。所得税と付加

税の基本税率は大戦中一度も変更されず，加重税

の税率のみ引き上げられた。所得税の控除額は

l川＇..？／43年と1943/44年の＇..？ '-i判ど；九回Oルピーに

引き下げられた以外［士大戦争中を通じて笈泊01レピ

ーであった。法人税力II重視の税－4;:t 1938/39年に

は法人税収入llレピーじっき Iアンナすなわち話%

であったのが， 1944/45年までに lJレピーにつき 3

アンナすなわち話%まで引き上げられた。しかし

ながら税収への寄与の商においては，法人税収入

に問するかぎり超過手lj得税が／－｛ffリ的に大きかった

3－，予 1939/40年から194:i／判年までの法人税収総

額三6.8忌7億ノレピーのうち20.724億ルビー，すなわ

ち約77%が超過利得税によってあげられた。一方，

同じ期間の所得税収入総額（法人を除く） 40.555億

Jレピーのうち超過利得税は5.74億ノレピーしかあげ

ておらず，法人税の場合に比べると寄与率は小さ

い。したがって，所得税の場合は主として加重税

ネのりU：げと所得税納税者の増加によって税収の

増加がもたらされたと言えよう .•I 4 ＼同一一音の説収

への寄与率は正確につかめないが所得税の納税者

（法人を含む）は軍需景気とイジブレによる名目所

得の増加の結果， 1938/39年の28万5940人から

1945/46年には42万8485人に増加している。

所得税は第2次大戦前には関税に次ぐ財源であ

ったが．所得税収入は1938/:lS以下に法人段収と合わ

せても 1.728龍ルピーで関税収入の半分にも満た

なかった。しかし，所得税は第2次大戦中に上述

したような増税措置がとられた結果， 1914/45年に

は単一の租税としては最高の 10目7億ノレピーの収入

をあげ，法人税収入も 8.36億ルピーにのぼった。

第2次大戦期を通じて所得税は40.555億yレピーの

収入をあげて2控の関税収入28.614億／レピー，法

人同収入の26.857信yレピーを大きく引き離した。

Iラ
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辻、人税は収入の点では所i与干止に，JIき離されてし、る

f中び率（土長1）大きく， 1。4δ146年の ll:Z入は
FU付／：尚早：， .J（）倍以 E－.に躍唱し、 ；第三次大戦rjtの

所得同収入紙額iti ~ぽ間税収入に！正敏 j るまでに

明大した乙

所得税、 u三人f>tなどの111接F見l[i人がFlさまし L、
間JJ日をうI七した，:J）；こたl＇...，間接税収入は，その大：：；？を

え ni¥H託収人が戦争によるilf!f＼育成壊，71ため減収ど
ず芹 ., 
Jド.， 中！！とli'/tf見ltJ入が大！隔たt('ll［＼（とな〉たにも

カミルオ） ，・，寸三、戦古fi，＇）水準を下 Hる年度もあり，

ι ！“い，一 L

十手i甘「け・・rιlγ3 ，（二コ ｜主印刷工入i土最大内貿易相手間で

ふる fキ iJぺ山之、ffll輸出能力（／）fr¥: Iヘti:｛軸目、 十区

車山目し＇）占領地Jp~ とわ貿易｛，；＇.：・11 ：‘ 船舶の不＞E- ドイ

、ソ H本の潜水艦による商船の鞍沈などによる貿

易呈山縮少 I .S：のため減収とな／〉た。政府は税収

の低下を－／；パーするため， 原綿、 砂防，人組、人

キMii'ミhど（ハ輸入ftt二字を，＿；IきLJf，さム；二1~M:2/ 4:-lip. 

にはす三輸入品にゴ（J'?i,GT）特別加重税を課したが， II 

本山参戦後片貿易E；か政減し， 開院収入の減収を

日fl止できな7）＇.， たっ 間的収入はドイ、ソの降服後，

輸入条件J）粍干11‘守ミー守米からの輸入山［，可夜があり，

イ・・，r
同．1945/ iβ ＇↓三（こは史上最高を記録した。しか：＿＿＿＇

2次大戦期びJ7年間の年間平均収入は 4.087位ル

ピーで戦前び）水準を円，，］ . ) t二r ーら＼ 中央治安

税収入i土司 精製糠， fギ桜比 マヅ千などの日正課税

品目びiF比二十：つii二if. タバコ、植物油（硬化泌）‘ ノ7

イヤ・チュー7、ペテルトソト‘ 茶などへの新規

課悦， 国産品による輸入代替の進展によって，~－速

に増加したコ 中央消費税の収入のm加は関税収入
び〕減11rを補、てなお余りがあ.－，だっ このように中

央消費税［士、大戦中に財源去しての重要性を高

'clヲ司 戦後もitミノ人税， 所得税の上うに急減すること

ふーノ
d」h ＇可 独立？をの工業｛ヒの過程で関税を抜いて最重

要財源とた勺たc

16 

お2次大戦中の税収倍成の変化はかなり著しか

った治入

のでなく，

インド自体の産業情造の変化に基づくも

戦争という一時的な現象によるもので

あョ＇t二。 もおろん， trr, 2次大戦中にいくつかの新

授産業がつくられたが農業中心の経済構造はノyし

も変化せず， 短い戦争ブームが終わると法人税，

所得役の収入は低下した。 一方， W:lf託収入は貿易

の拡大とどもに伸長し， 関税は最重要財源として

の地位を凶復し， 中央消費税の収入増加とあし、ま

ってfltび間接税中心の租税体系が確立された。

2. 税外収入

鉄道，部｛更・電信， 通貨・鋳貨などの税外収入

(non-tax revenue）も戦時中，歳入に相当大きく寄

与した。第2次大戦中の税外収入総額は：l7.292億

ルビーで歳入総額（税収と税外収入のfr計） 146.071 

信ノルピーの25.5%を占めている。時外収入は1938/

39年の1. 05億ルピーから1945/46年の7.905億ルピ

ーに増加している。 税外収入の増加は戦時経済下

で収入がふえた鉄道， 郵便・道ft，通貨・鋳貨に

負うところが大きく，これら三つで1945/4fi年の税

外収入の75.9';1,,を占めていた。

税外i収入の増加に最も大きく寄与したのは鉄道

－で－ ふ
1...・ ih.' Iこ。 鉄道は第2次大戦中に 1931/32年来累

積していた未納金：3.541倍、ルピーを完納しただけ

でなく 1:'1.843億ルピーの納付金を経常勘定歳入に

繰り入れfこ（れド。

鉄道収益の経常勘定歳入への繰入れについて

は 1924年の定款（theConvention of 1924）によっ

て， 11）前々会l；十年度末に商業路線で使用している

資本（会社および港王国から寄付された資本を除く）の

l ＜：，；， とそれを差しうい、たあとの剰余益金の 20%を

経常勘定歳入に納付すること，（2）使用資本の利子

と戦略路線で生じる損失は経常勘定の負担とし納

付金からその分を差し引くこと，（3）経常勘定への
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納付後の剰余益金が3000万ノレピーを趨過するとき

は超過分の；1分の1を経常闇定に操り入れること

が規定されていた。鉄道は 1924/25年から1928/29

年までは納付金を納めるだけの利益をあげたが，

世界恐惜の影響で 1929/30年には準機金を取り崩

さずには1（）らの納付金を納められなくなうた位7)。

1930/31年から1935/36年までは赤字が続き準備金

はくいつぶされ，減価償却引当金から 3.005億ノレ

ピーが取り出され，鉄道財政は重大な危機に陥っ

た。 19::36/::7年には12007;1レピーの黒字が出たが，

減価償却引当金の補填をしないでは経常勘定への

繰入れができなかったので， 1937年に1938/39年ま

での未納付金と借入金の 3カ年間の支払十停止措

置がとられた。その結果，鉄道剰余金の経常勘定

への繰入れは自由になったが， 1939/40年にはまだ

1%の納付金を支払う行けの剰余金を出せなかっ

た。

第2次大戦が始まると軍事輸送の増大とともに

鉄道剰余金も増加し， 1941/42年から納付金の経常

勘定への l年繰上げ納付（本来なら1ヲ40./41年の剰余

金は1942/4:,'fの経常勘定浪人に繰り入れられる）が実

施され，規定外の納付金も納められた。さらに

1941/42年には過去の累積宋納金を納めるだけの

収益をあげた。 1943年には剰余金の4分の3を経

常勘定京入に操り入れることを目ざして定款の変

更が行なわれ，その後，経常勘定への繰入れはさ

らに増大した。

鉄道運賃改第2孜大戦中に貨物，京存ともに

1940年3月に一度引き上げられただけで値上げ率

も比較的小さく位8〕，鉄道剰余金は主として輸送

量の増加， とくに軍事輸送のかつてない増加によ

るものであ勺た。たとえば， 1942/43off（こは毎月

400本の箪用列車が運転され， 1500万トンの箪事斡

送が行なわれている。一方，客車は機関車，貨車

の不足と軍事輸送優先のため 1941/42年には37%

削減された。インドには機関車を作る部品が不足

し機関率の生産台数が減少したうえに，機関車，

率輔，レール人民の一部が戦争初期に中近東に送

られ（注9〕，輸送力の増強は主として既存設備の酷

使によって図られた。鉄道施設の酷使によって生

み出された剰余金は一般会計に組み入れられたた

め，戦後の鉄道復興に必要な資金は十分に留保さ

れなかった。換言すれば，鉄道の剰余金繰入れ分

だけ経常勘定の赤字は減らされたけれども，それ

は鉄道財政の将来を犠牲にしてなされたものであ

づた〔注10）。

郵便・電信は第2次大戦中に4.066憧ルピーを

経常勘定歳入に繰り入れた。郵便・電信剰余金の

増大も鉄道と同じように，郵送料，電話料，電報

料の引上げと郵便・電信に対する需要の増大に

よるものであった Uill）。これらの料金は大戦中に

2, 3回引き上げられたが，郵便・電信は鉄道に

比べれば事業規模が小さく剰余金も鉄道に比べて

少なかった。

通貨・詩貨（currencyand mint）収入も第2次大

戦中は大幅な増収となり，郵便・電信収入にほぼ

等しい4.083億ルピーの収入をあげた。通貨・鋳

貨収入4.083億yレピーのうち3.819能ルビーは準備

銀行の利益納付金であり，その準備銀行の利益は

収益を生むスターリング資産の蓄積の増大から生

じたものであった位12）。したがって，通貨・鋳貨

収入も他の税外収入と同じように戦争が直接的な

増収要因であった。

3. 借入れ

第2次大戦においてはどの参戦国も借入れによ

って多くの軍事費を調達した。インドにおし、ても，

借入れは軍事費を調達するうえで重要な役割を演

じたが，経済の公債消化能力が低く，歳入不足の

17 
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大きな部分が通貨の増発によってまかなわれた。

インド政府のルピ－flt苦はスケーリング債の転換

分~合めて 19:m 年 3 月末の 70.995 皆yレピーから

1946年3月末の191.488億ルピーへと， ＇！，.7倍に増

加したが，時収、 税外収入に比べてinz次大戦中
の増加率は小さく主戦国に比べて信一入れの議入へ

の寄与三判土｛fi;t,－，たっ

第ゴ次大戦中， 公債による財政資金のおi主力込倍

対的に小さかったのはインドの公民rli場の末発達

とロンド：／での外債発行が中止されたことによる

ものであ.・，た。インド政府l士亦字財政の補i長ある

いは建設目的のための借入れを伝統的にロンドン

市場に依存しており、 zo世紀にはいるとtt:I内での

国債発行方：多くなったものの、 国内での同信芳行

司：は小さく，公民rt1現：・t未発達であった。同伎に

投資する慨問n：資家；土指定銀行‘川協同組合銀行，
保険会百程度しかたく，一枚大栄J乃貯者資金を巨）

｛点投資に酌；ミーできずpl司債の消化能力はillかず？た。

実｜民国内市羽借入れ残高が示すように，！：ill内市

場借入れ残刊行Jり力nはきわめて法慢で 19:21β2年

に.j()倍Yレピー台に釆せてからはー 19:;:2川；γ平を除い

て 19:18／：‘ll)年主でずっと 4（）億yレピ一台にとどまっ

ている0 -)j，対外借入れ残高；士 186:l/t-i4午以来

一貫してj角川しており， 1918/19年には 2億ポンド

台に， 19Z4/Zo年には：1億ポンド台：こ表せ， 19:'IO/

31年には3州倍、ポンドを記諒した。その後対外（貞

；出子支；・・：－；は横lf1、＼状態になり、 JC口氏／：-l9ifには約三5

倍、ポンドであったっ

第三i火大山，tぺ始土ると f'( （）ス；土インド政府の

イc'(1 ）スで ＇） j~ ｛古を常止しただけでたく， むしろ

対；：[Jt',t況を凹t屯して ＇iJ_{'t＇，：支出に充 1したのでー イ

ンド政府ば借入;jt ＇｝亡を国内市場に限定された。 Jf:Z

府；土増大する単・jr頁3をまかなう必要から 1940王子6

月からチl・I政府ラ 議王［刊の協力のもとに大々的なイ

18 

ンド国防貯蓄運動（IndianDefence Savings Move-

ment）を開始し，数種の国債を発行した。インド

国防貯苦運動は1943年から国民貯蓄制度（National

Savings Scheme）に切り替えられ， 1943年3月から

強制貯蓄制度も導入された。また中低所得階層を

対象とした少額貯蓄運動を推進するNationalSav-

ings Commissionerも中央に置かれた。とくに

日本の参戦後は増大する軍事賓の調達とインフレ

の抑制のため骨入れ政策が拡大・強化され，終戦

まで続けられた。

~12 次大戦中に発行された公債（少額貯蓄を含む）

とそれぞれの公債の資金調達量は第9去のとおり

であるO これらの公債には償還したスケーリング

債の見返り信（counlerpartsto the repatriated ster-

ling debt）の転換と既発行伎のf1r替えに上るものが

一部含まれており，必ずしも公債発行高だけ財政

収入は明大したわけではない。とはいえ，第2次

大戦中の公法消化量は戦前の実績と比べると格段

に多く， しかも公｛貞利率を；3%以内に抑えながら

償還期間を長期化させており（パ 13），借入れ政策は

成功したと評価されているり14＼税収と税外収入

に上ってカパーされなかった財政支出を借入れに

よってすべてカノミーできなかったにしても， 3% 

以下の低利で多量の公債が消化できたことの財政

的主義は決して小さく ts..U‘。低金利での多尽；の公

民消化全l可能にしたのは，軍事支出の激増であっ

た。企業は軍需品のを注によっ亡大きな利益をあ

げながら（.・J・!S＼，機械・設備の入手難ラ資本発行統

制法による企業の新設・増資制限のため、 工場の

新～設・ J立"llえは :tr11制され遊f木資五そをも~~）ようになり，

企宅ペ.，＿；止融機｛羽i士i笠f木｛ヒしたピ主金在公ii't：こ投資し

た＇ 'i;'; 2次大戦Lflに111央お上び、チi、i正F士J(f公f先員退職

)Ji夫0》roviイlentF口ml'

関の従業民退職基金に上る回［IJj貯蓄日iE書（Defence
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1. .3 % 6生存満期国防債 ｜ 
a）第1凹！
b）繁2凹 1

2. 3%第2凶国防債（l'll9～52)I 
3. 3年必期然利子債 ｜ 

4. 3%第3四国防債（1951～54)I 
5. vレピー凡退債（締役資）
6. 3%債（1963～65)i 
7. 3%借替債 (1966～68) I 
8. 3%第4四国防債（1953～55)I 
9. 5年満期無利子債 I 
10. 3%戦時治 ( Fl,:i?) 
11 3%第月回戦勝債（1959～61), 
12. 2 %＇%債（ 1948～52) I 
13. 2 !1%債（1950) I 
] ,I. 第1囲内｜ち債（1970～75) ! 
15. 2 %＇%債（ ll160)
16. 郵便貯索現金証書
17. 郵便貯蓄金
18. 郵便国防貯金

2() 

A 
[:J 

第 9義政府債の純応：坊額 （単位： 1000万1レピー）

一10.04
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f出所〉 p C、 Sinha and P. N. Kl町 a,L払lianWアarE円滑omy,p. 377，元資料l土 ComhinedFinance and 

Revenue Accounts, Report on Curγ・ency and Finance. 

〈注〉 若干の隠僚については準備銀行の応募とイン戸政府の現金残高投資勘定（Cash Balance Investment Ac-

count) ..「引受けが含！士れているコ
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（出所） ReserYe Bank of India，λlo11etary and Bankinf{ Statistics lグIndia,p. 881より作成。

（注〕 州各種基金の政府への預託，郵便貯｛i,:，現金証言乞州、｜退職基金，簡易保険，終身年金基金などの各種の利

子付き債？5~＇i' 汁

',t，イン1／！＇.＼，イギリス政府ペ防誌にかかわる債務，鉄道漬，鉄道斗賦金等 l

(c) ICS家族年金基金，インド軍人米亡人・遺児基金，インド軍人家族年金基金など。
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Savings Certi品cate）の購入が認められ，大衆資金の

国債投資川町呈された。しかし，大家資金の動員

は直接的にはもとより間接的方法でも少なく，国

債の消化は資金量の豊富な民間企業や金融機関に

大きく依作せぎるをえなかったc

郵便貯蓄は最初の3年間は引出しがiし貯金

保有高の減少が続いた。政府は 1941年い郵便貯金

保有量の減少防止策として民間会社の退職金の

Post OlliじcSaving B九nk J、の預金む辺、へたが効

果なく， 1CJ.I:,年には Twelγc-YearNational Sav-

ings Certi日cateと郵便貯金（Post0伍ceSaving 

Bank Deposit）の利子を引き上げ，NationalSaving 

Commi凶作nerを中央にfi"i:＇，、て少額買「菩運動を推

進したっ郵便時蓄増強運動の結果， 191:l年以降貯

金保有量は増加に転じたが， 中央政府の債務総額

に占めるノか額貯蓄の比ボ一は1939年 3月米の 19.8%

から1946年3月末には ll . ti '}i 

Vakilは 1943年までの郵使貯金残高の減少は物価

上昇が大衆の生活を圧迫したことと悶民の政府に

対するf；：－；頼，）） 欠如による1少のである二とを指摘し

ているI Iぷl勺 C.N.Vakilが指摘した沼三 J>{i、はと

もかく，最初の点は第2次大戦期を通じて少額貯

蓄の動員が悶債の消化に比べて不振であったこと

からも百えるつ最後に策2次大戦がfンドの債務

状態にどのような変化を引き起こしたかについて

簡単にふれておこう。まず第1に，戦前に比べて

公債の絶対をが増大したととは言ろまでもない

が，インド］）伝統的な公債分類では戦前の公債の

約SO%が生産的公債，すなわち鉄道，道信などの

収益を生む資産に投資されたものであったが，戦

争によってゴl生産的な公債が多量仁ft：り fl¥され

た。第＇.＿；：二，政府がスケーリング債務？を返済する

政策をとった結果，次章で考察するように，スタ

ーリング債務が事実上完全に償還されたことであ

20 

る。ただ，償還されたスターリング債は一部しか

償却されず見返りのノレピー債が発行されたので，

形式的にはスターリング慣のルピー債への転換と

なった。しかし， たとえスターリング債の償還が

消却でなく， ノレピー債への転換にすぎなかったに

せ工、 スターリング積積還の歴史的意義は少しも

そミなわれるものではなかった。

en:. 1) 1936年3月31日以前Jから存在する会社の線
本来i益は1936/37年間から1939/40年度までの各年度の

ド均と決められた土，業種に上、てt；’準利益算定年！立
小沢なった。 1936有3月31日口、降にできた会社tf会社

の使用総資本を基準にして決められ，普通の株式会社

の場合は 8%，その他は10%であった。

（［主2〕 インドにおける所得易i1: 法人税の特殊な関

f;＇.＇について簡単にふれておく。イ，ドでは 1936/37年

二E株式会社，マ以会社〈以終i.t）、という〉の.f9ii!i iこ

対する課税と個人，未登録会社，ヒンドゥー犬家族の

所得に対する課税とは同じ扱いを受け，すべて所得税

川河司に含まれてし、た。 1937β8斗か人法人所得に対

rる付加税（supertax）のみ枝、人税として分離された

ものの法人所得本税は依然として所得税の中に入れら

れ分離されなかった。 1939年の所得税法改正で法人付

加税の場合の5方ノLピーの基礎控除と段階税率（grad幽

uated rate）川崎止セれ，法入所得イ、！万日税：土法人税と

し：の性格主主nめたが，法人gii＇｝に対する課税＇ /ff！の完
全な分離は 1960/61年まで実施されず，それまで法人

所得に対する課税額の一部は所得税の中に入れられて

お打，法人税：:t本来の意味での法人事tとは実質にわ 1ぜ、

てji'，＼ったもわであった。

〔注3〕 法人税収入の構成

〈単位： 1000万ルピ一〉

！ げ哨Jf 皮 II去人税本F唱 法人税加重税 l ｜ 計｜ヘ u い M - ｜干IJ得税｜口 同

19:;9/40 I 2.,s I - I - I 2.滞
1''40/41 I 2.,19 : 0.57 I 1.os I ,u4 
1941/42 i :JS ! 1.侃 I 7.02 I 11.6s 
1942/43 I 7.cポ i 0.32 ! 2ι:J.50 i :ll .4ハ
1943/44 i 11.18 I 0.05 i 40.05 l 51.28 
1944/45 l 15.26 ! 1.49 ! 67.44 I s4.19 
!945/46 I 5. 77 ; 1.63 ' 68.33 I 75.46 

t山所〕 H. Pershad, Indian Taxation during and after 
Wυrid Wnr ffぐRombay,1964), p. ;;7，元出所l主Gοi,wrn-

肌entof India Budget for l<J,t I 42 to 1947-48‘ 

(/1.4) 所作税収入の構成
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Ⅳスターリング資産の増加とスターリング債務の返済
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IV スターリ＞ f ,!) !Vi加と

スターリング／r1f0C ＞返済

軍事費の急速な増大と乞れの調遣い国民経済の

企分野に大きなインパクトを与えた。 ここでは戦

時財政が国民経済に与えた広範なインパクトをす

べてカバーすることはできないので， スターリン

ゲ（古務の返済に限定してち察することiこする。

インドは第2次大戦の［貯i没後1寸か4, 5年の

問に東インド会社時代以来累積Lてきたスターリ

ンケ偵高のほとんど全額を退去Lf二。スターリン

グ債務の返済はインドの長い間の懸案であり，経

済史上きわめて重要な意義をもつものであった。

イギリスの対印投資の中核はインド政府，州、｜政府，

白消体の公債，鉄道への投資ヤあり，東インド会

社時代以来もっとも安定した山入をにおげてきた。

ーカ‘インド側からみれば‘公共事業資金調達のた

の公債だけでなく東イ／ド会社Jパ11務やイギリ

スがひき起こした戦争の費用調達によって膨張し

たスターリング債務の利払L、はインドの国際収支

22 

をたえず圧迫することになった。 とくにルピーの

対外相場が下落したときは，本国費の支払い（その

大部分は公依，鉄道投資iこ対する利子）ワL1 jが為替差

損による財政赤字を作り出し， さらにスターリン

グ債務自己増大させるという悪循環をひき組こした

ため， インドではっとにスターリング債務を減少

させる必要性が叫ばれていた。立法参事会の委員

会は平くも1889年に海外措入れに政治的，財政的

理由か川五社を表明し， インド政府に対して，必

要な資金がI君内で調達でき， インドとイギリスの

金利差があまり大きくないときにはロンドン市場

で借りるべきでないと勧告しているじ、2）。しかし

ながら， この勧告が出されたあともインドはしば

しば外貨不足に直面し，海外借入れから脱却でき

ず、 スケーリング積務は一時的tJ＿減少はあ，たも

のの的加を杭l九 1930/31年には18州／的年の約4

倍の3位8790万ポンドに達した。スターリング漬

務は 1930/31年をピークに横ばい状態にな ηたが，

計両的な貿入れ償却は 1937/38年まで実施されな

かった。

インド政府は 1937/38年から無期限のスターリ

ング位をdi場から買って償却する－jj，それに見
合うルビー債を市場の消化能力に応じて発行する

こと全決定し，準備銀行にロンドン市場で買う権

限含与えたUL3）。しかし，その年は貿易収支の黒字

が減少し，経常勘定収支が赤字に転落したため，外

貨準備の取崩しによって総額304万ポンド（額面価

額299万ポンド）のスターリング債が寅い入れられた

にすぎなかった。政府は翌1938/39年には950万ポ

〆ドぷ達する家族年金基金（FamilyPension Funds) 

に関係する法務を完済したが， スターリングの買

入れ償還は見送られた。けっき上く，第三次大戦

開戦前に実施された市場買入れ償還は 1937/38年

の:304万ポンドにとどまり，大規模な買入れは大
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第 11袋 スターリングの取得と使用 （単位： 1000万ルピー）

Ii~!~: i~~940／叫 1941／必 11942／判 1943/4411944／必11側／必Iiおア
取得
1. 準備銀行が前年度ぷに保行したス
ターリング資産

凶 i凶 I 284 i 511 I凶 1,363I 64 
76 I 99 ！山｜凶｜凶！日8! 813 

64 

2. 準備法良行が買入れたスターリング
資産純l (1) 
3. イギリス政府のスケーリング支払
U、
4. その他々 を取り （ヨ）

86 

16 43 I 199 】 310 I 31i5 I 357 I 342 i 1,632 

4 I 2 I 3 I 91 叫 1s] 45 

処分可能なスタ－！｝ ング総額

処分

166 I云了叫 I724 1 1,0渇 I1,4部 11,s田 I2局 4

5目 i'G還のために利市したスゲーヲン
グ

6. 政府の支払い
7. －般への完却

22 

2 

回 i110 I 160 I 16 I 14(3)1 - i 411 
32 I 必 I 48 ! 67 I 74 I 731 3話

8. 準備：fT,Jコ各年度末スターリング
保有高 142 144 I 284 I 511 I 945 i 1,363 I 1,724: 1,724 
9. 開戦来のスターリング純増 100 I 187 I必5I s19 I 1,2崎 i1,680 I 2,026 I 2,026 
（出所〉 Reserve Bank of India, Report on Currency and Finance 1945-46, p. 41. 

（注〕 :1）ド／レ残高， I＇；レ証券、アメワヵ財務信支払などの受取り期日の来たものと先物契約を示す。
（ぷ）長取り官民を示す。
(3) M& S. M., S. I., B. N.鉄道の購入のために支払った1.353億ルピーを含む。

戦の開始によって外貨問題が解消するまで実施さ

れなかった。

スターリング債の償還を阻害していた最大の要

因は外貨不足であったので，第2次大戦の開戦後貿

易収支の黒字幅の拡大と立替え寧事費の増加によ

って外貨事情が好転すると員入れ償還は再開され

た。政府は EMO年2月lこは6磁のスターリ L’グ有

期債〔注4)のノレピー債への転換計画（LicenseScheme) 

を発去し，世還の範囲も広け、た。 10]9/40年中に

172万ポンドのスターリング債の償還と210万ポン

ドの鉄道年臥itの支払L、が行なわれた。償還した

スターリング債のうち 9万ポンドは償却され，

1709万ポンドに対して総額2.279鉱ルピーのノレピ

ー債が発行された。

インドのスターリング保有高は， 1939年 9月か

ら19,10年3月末までの閣に 2.2億ルビーのスター

リング憤を償還したあとなお7.8億ルピー増加し，

年度末の保有高は14.2億fレピーに達した。スケー

リング保有高の増加によりスターリング債の償還

はさらに拡大された。インド政府はスターリング

債の償還を促進するため， イギリス政府の協力を

得て， たいして成果をあげることのできなかった

License Schemeを強制償還制（CompulsoryScheme) 

に代えた。強制積選制の導入tこよりスターリング

積の償還作業は新しい段階にはいることになっ

た。というのは，市場からの員入れ償還はいつまで

も秘密を保つことができずスターリング債の値上

りをひき起こし， E償還コストを高め，また License

Schemeに基づくスターリング債のノレピ一位への

転換は，事実上インド人のスターリング債保有者

に限られていたため， インド政府のスターリング

債償還政策はいきづまっていた。イギリス政府大

蔵省は 1941年2月7日，イギリス居住者iこインド

政府が発行した6種のスターリング債を同日現在

の市場価格を基準にして決められた緬格プラス実

際の支払上lまでの利息で提出するととを命じる
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Vesting Orderを山した。インド政府もインド同

防法に基づいて突出インド居住者に対してイギリ

スの Vestin日Orderで指定したスケーリング依の

提出を命ずる通行を出した。支払L、；土イこヂリス）百戸

住吉に対してはポンドでイレド居住古今に対しては

見立りの Jレピー｛立あるいは現金でなされた。

第1回日強制償還操Itで 19l0iン11年度末までに

イ子リスで5!Oゴ万六ンド、‘ fンドで60九万ポンド，

合計GUりら万ポンドがf白還され、 石期限（点。）｝.jfl＼分

が同年度q，に償i立された「三5), -J-j，強（Jjl]償還以

外に市上号買入れによって位三万ポント‘ Licence

Schemeによって泊三万ポンドが 1941)/,11'.fr!1に償

J主主れた 1 強制償！宝i土丈施と同時に／［；ヒ一位償還

操作v）主力となりう 強制償還による償還額は同年

度中の伯還総額7129万ポンドのtH%を占めるに至

った。強市iJfft，宝は買入れ価格の点で＇ Hl:'l'IJをあびた

がらも川十スゲーリンデi貨の｛~還を加速化したの

でスターリンクホの流入の増大とあいまってさらに

適用範囲が拡大された。

上述したように有期限漬の大部分は 1山0/41午

中に償還されたので、政府は続いて無期限告の強

制償還を七店したっイギリス政府大成省は 1941年

12月三日日；二， インド政府はその翌日に三~）の無期

限債のうち 2J:iS'f, Stock 1926と3%Stock 1948 or 

afterの二つの無期限債の提出を命じる Vesti1明

。rdげを出したο この i¥;2 @l V出 tin只Orderに
よって19U／日年中にイギリスで69メ6Tiポンドライ

ンドで＇.19~1万ポンド，合計 7:-l85万ポンド（続出£；口）

が償還された。無期限債の償還に際しては有期限

債の場合とちが叶て見返りのルピー債が発行され

ず‘無期限債を保有するインド居住者にもすべて

現金で支払われ， 必要な／レピー・ 7 －，，イナンスは

特別大蔵省証券（adhoc Tr出叫ryBill）の発行によ

って行なわれた。その理由の一つは日本の泰戦で

24 

国債市場が不振に陥っていたため， 多量のルビー

債の発行が国債市場を圧迫することを懸念したこ

とによるもので Nヘのちに鉄道年賦金を一括し

て支払ったときにも同じ理由から多量の特別大蔵

省証券が発行された。

19,11/ 42年庄中には無期限偵の強制償還のほか

に公！；丹市場で 1211万ポンドのスケーリング債の買

入れと第lIii］の強制償還に基づく 130府万ポンドの

償還が行たわれたので，依’還総額；；）： 990,1万ポンド

に；主Lt二，，翌年皮に；土残 f，ていたコ｝i%Stoピk19: ) 1 

orιtf t亡rのi立i宝（1941年12月に償還予；tを出した）に

E尖i立（古（Iミail、札，a:

えら;j1，さ「〉に鉄i臣主F賦j任の一括古lj払U、fあ定がイギ

リスと結ばれたため’｛古i室総額は償還をはじめて

以来の最高のL19億ポンドに達したの：り壬づら Stock

の俄還は 1年前から予告されており， 194:l年 3月

までに5621万ポンドを償還した。 3；三%Stockの償

還実胞でインドのスクーリンゲ債に関するかぎり

Vestin足。rdじrsの適用範間外にあるもの，所有者
が与えられた選択権を行使して提出しなし、もの，

要求のないため償還できないもの 1179万ポンドを

除いてスターリング債償還計画は事実上終わった

他心。インド政府は有期限，無期限のスターリン

グ誌の償還を完了すると増大するスターリング資

産を利用して鉄道年賦金の一括返済と鉄道債の償

還を行なった。鉄道年賦金については 1942年 9月

末、イギリス政府とインド政府の間でインド政府

が：切り；3万4250ポンドの即時ー括資本支出を行なう

代わりにイギリス政府は年賦金の返済が完了する

まで年賦金受領者に毎年の支払いをするという協

定が結ばれた〔 I.9）。この協定に基づいてインドは

30附万ポンドを支払い，過去の鉄道頁収にかかわ

る債務を繰 kげ完済した。さらに， 2000万ポン

ドにのぼる鉄道債も強制償還の対象に加えられ，
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イギリス政府大想：省が 1941年 1Jl 16日、翌日イン

ド政府が VestingOrderを出し， 1943年3月末

までに 1K58万ポンドが償還された。ただ， East

Indian Railway, Great Indian Peninsular Rail-

way, Bombay、Barodaand Central India J，：乱il・

wayの鉄道債の償還は 1年後に延ばされた。

インド：土1941./42年末までにすでに三信、0085万ポ

ンドのスターリング債務を償還しており， さらに

1り42/4:3年中に l億19（的万ポシド償還：＿＿， 1937 /:l8 

年初め巴 31車部05万ポシドあ＇） t：.スターリングイ責

務はわずか4314万ポンドに減少したのみならず

3.84憧ポンドのスターオング資｝まを乾話した。イ

ンド政府のスターリング・ポジションは憤務超過

から債権I国過tこ転換し， インド政府の大蔵大I自主

1943年2月の予算演説で「インドは債務国から債

権国へ転換し，数十年間にわたって累議してきた

対英債務をわずか約3年間で償却した（注iO〕」と誇

らしげに述べ口、る。

第12表 スターリンク（去償還と見返りi立？と行品

（単位： 1000万ルピー）

一一瓦晶玉1買入れ悩額滞空F
年度 I（駅）｜政界ff（切さ）ひ照）

4.05 I 
22.05 
100.32 
123.04 
Hil.67 
17.29 
0.49 
0.37 

1937/38 
1939/40 
1940/41 i 
1941/42 
1942/43 i 
1943/44 I 
1944/45 I 
1945/46 I 

総計｜

2.99 
17.09 
71.29 
99.04 
119.00 
13.02 
0.41 
0.28 

::l.04 
16.54 
75.24 
92.28 
120.48 
12.97 
0.37 
(l.29 

1.12 
22.79 
94目86
33.58 
82.62 
38.42 
0.17 
0.01 
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l出所） Reserve Bank of India, Hepo, t on Curー
renιy and Finance 1946-4九p.91. 

龍還計画は事実上完了することになった。その後，

終戦まで大きな対英債務の返済はなく， スターリ

ング債務と鉄道債の落こぼれ分の積還と償却が行

なわれた。 1943/44年には帳簿上に残っている鉄道

年賦金の年賦支払いを含めて 1,170万ポンドのスタ

ーリング債務が償還された。その後はスターリン

グ債務の償還はさら』こ減少し， 1944/45年には323

7iポンド， 1945/46年には293万ポンドであった。

1945/46年末のインドのスターリング債務残高は

幌簿上は45067'iポンドであったが，鉄道年賦金の

資本部分 1950万ポンドはすでに返済を終わってお

り，第 l次大戦時の対実献納金の未払い債務（War

Loan 1929-47）は1931年より利払いが停止されてい

たので，実質的には 1000万ポンドであった。換言

すれば，インドは第2次大戦中に3億2311万ポン

ド余の対英債務を返済し， その実質残高は戦前；こ

支払っていた1年分の利子以下にまで減少したの

である。

上述したように，インドは 1943年3月末までに

スターリング債務の返済を事実上完了したが，一

方外貨の流入は輸出組過と FinancialSettlem巴nt

に基づく立替え軍事費の増大でふえ続けた。輪入

の拡大は滋しャ統制と船舶不足で困難をきわめ，

スターリング債務の返済後は外貨の蓄積が増大し

てい，〉た。蓄積した外貨の利用をめぐってさまざ

まな論争が展開されたが， その一つにイギリスの

対印産業投資の買収があった。イギリスは軍需物

資購入に必要な外貨獲得のため， アメリカ，カナ

ダ，オーストラリア， 南アフリカではイギリス人

が保有する民間投資の売却まで行なった。インド

1942• ムi:：年度以降もスターリング漬務の返済；ま には政府のスターリング漬がほとんど完全に返済

統ヴられたが，その規模は縮小された。 1944年2 された後も 3～5億ポンドと推定される対印産業

月4日に前年償還予告が出ていた鉄道債の償還が 投資は手っかずのまま残されていたので， スター

実施され、 1937／泊年に始まったスターリング債の りング資産をそれの賃収に利用すればインフレの

Zラ
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抑制にも役立つとの意見が強かった。「雄々の理由

からインド政府がイギリスの民間投資を買収し，

あとでそれをインド人の投資家に売り波すことを

世論は支持した（注11)」と営われているοたしかに，

「この投資（イギリスの民間投資＝筆者〕の質収はす

でに完了したスターリンゲ債務の返済と桔沖にお

いて完全に一致する。さらに，アメリカ，カナダ，

オーストラリア， 南アブリカではイギリスの民間

投資がイギリスの軍事費調達のため売却されてお

り， インドの場合に同じ政策がとれない理由はな

い位12)j 正二とは事実であったポ，それは実現されず

に終わった。イギリスはアメリカやカナダなどで

は軍事官調査のためにイギリス人の所有する民間

投資を売却し／注がらインドにおいてはそれを回避

しえた。それが可能となったのはイギリスはイン

ドにおいては FinancialAgreementのおかげで，

自国通貨すなわちスターリングと交誌にYレピーを

自由に借りることができたからであった。 力ナダ

やオーストラリアは英連邦に属しながらスターリ

ングによる支払いを一定限度までしか認めなかっ

たので民間投資まで売却して外貨を獲得しなけれ

ばならJ注かっfこが，植民地であるインドζ対して

はいわば買手が支払い方法を決める立場に立って

いた位11，のでその必与要はなかった。イごずりスは上

述したようにインド政府［こ対する蜜経；土完全に失

ったものの民間投資は大部分を温存することがで

き，戦後もインドに対して経済的影響力をもち続

けた。

イギ！！とはインドに対するイギリスの民間投資

の売却に応じなかったため，第2次大戦末期の3

年間にインドのスターリング資産は約9億 1200万

ポンド増加し、 1946年末の残高は12信%30万ポン

ドとなヮた。イギリスは第2次大戦で約 10億ポン

ドの対外投資を失ったうえに， 1946年3月末にス
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ターリング地域に属する国に対して24億1700万ポ

ンI", それ以外の同に対して13億3000万ポンに

合計37億4700万ポンドの漬務を負っていた。した

がって，イギリスのスターリング債務総額の約3

分のしスターリング地域に属する国に対する憤

；誌の拘2分の lはインドに対ーするものであった。

イギリスは英印財政協定によってインドから軍事

費の強制借上げを行ない， それによってインドを

最大のスターリング保有国にさせることになっ

た。また，イギリスは軍事費調達の負担の一部を

インドに転嫁するミとによって，一時的に軍事費

の負担を軽減することができたものの，戦後それ

の支払いのために深刻なポンド危機に苦しむこと

になった。インドのスターリング債務の返涜とス

ターリング資産の蓄積は単にイギリスのインドに

対する植民地支配力を弱体化させただけでなく，

戦後のイギリスの経済的地位低下を提進させる一

向にもなっており，世界史的意義を有するもので

あった。

〈［主1) 山根一郎氏の計算によれば 1936/37年のヨ仁

川代3.64億ノレピー｝）53%が公依伐となっている（総台

制度研究室編， 105ページ〉。

（注2〕 BimalenduDhar, The Sterling Balances 

of India (Calcutta, 1956), p. 12. 

（注3〕 スター：jング債務（））返済状況に関する記述

は N.C. Sinha and P. N. Khera, pp. 375～396, Bi-

malendu Dhar, pp. 9～56, Reserve Bank of India, 

Report on Currency and Finance 1939-40, 1940-41, 

1941-42, 1942・43,1944-45によっfニ。

Cl主4) 6従りえ｛立名と額面ifrlli額、t次のとお

5 '),', 1942～47 ・ ・510,000ポンャ

4 % 1948～53 ・・ ・・645,000

3 % 1949～52……500,000 
4 Yi% 1950～55・ ・‘495,000
3五%193lor after・・ ・600,000 

3 % 1948 or after-・ ・240,000 

ir NI・ 2,990,000 
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iこ約1300万ポンドあったスターリング積務の利子

負担がなくなりさらに鉄道年賦金の支払いも実質

的になくなったととである。利払いという問題に

利払いによる外貨の流出がなくな

り，それだけインド経済が強化された川3）。より

妥なことは第2次大戦前において本国費 (horn告

限ってみても，

charges）の5割前後を占めていたスターリング積務

の利子、鉄道年賦金がなくなり，「いかに本国費支

払いを保障するかということを軸にして膿関され

てきた位4)」財政政策の基盤が実質的に崩された

ミとであった。すなわら，本国費の支払いのために

C，七5) Bimalen<lu Dhar, p. 25. 

( ,t 6 ) Bimalendu Dhar, p. 31. 

（注7) Bimalendu Dhar, p. 27. 

（川8〕 N.C. Sinha am! P. N. Khera, p. 387. 

(.l'.・9〕 ReserveBank of India, Report o月 Cur-

rency and Finance 1942-43, p. 45. 

(: 10) K T. Shah, How India pays for the 

War (Bombay, 1943), p. 144. 

（泣：11) P. C. Jain, India Builds n・ar Economy 

(Allahabad, 1943), p. 155. 

（注12〕 P.C. Jain, p. 156. 

(?U3〕 C.K Vak,l, p. 94. 

本国費の減

ペ1,，；土fI額のスターリング資産の蓄積とあし、まって

その強制を除去した（注5）。そして，物価の安定とノレ

ピーの対外価値の維持のために堅持されてきた均

貿易の出超維持~強制されていたが，
び

インドじ芳2次大戦終結後三年にして宿顧の独

立を達成し之。 インドにとって第2次大戦期はイ

グリスの柏民地支配の終末期であるとともに独立

後の経済発展の準備期ともなった。

すむ

工業化のための支出を

イギリスはもはやイン

衡財政の必要もなくなり，

桔大させうる条｛牛ができ，主としてイギリスの兵枯・作インドは連合間，

ドの工？と化抑制策を続けることはできなかった。戦基地として脆弱な経済力にもがかわらず膨大な

イギリスはスターリング債務の償還に

インドよりたんに投資権益を失っただけでなく，

経済政策をコントロールする手段を

要するに，

の財政政策，

をのために 2倍以

jの物価騰此じ 1), FiO万人をとすペンゲノレ飢窪

〈七2〕の餓死者が示すように、嬢紙に尽し難いほど

大きな犠牲を払ったが， このような大きな犠牲に

物資と役まちω供j合を強要され，

スターリング債務の償還はイギリスのインド経

済支配の重要な手段を取り除くと同時にスケーリ

ング資産の替積とあいまって独立後の自立的な経

済政策への途を切り開くことになった。従来，イギ

リスの対印産業投資が一部引き上げられただけで

も失った。

3!ll立後の経済開発ょっ ζ歴史的な債務を返済し，

イギリスは自国-}J, ｝！ための資訟を醤積した。

c')存亡の危慌に立たさ ~1,, イシドから軍事費、＇）強

！日借土；Jという形で私民地収奪を最古度：工高める

逆に植民地搾取の重要な基盤の一

つであるインド政府の公債，

膨大な沿印｛責務を残すよ二とにな J、fこ。

ことによって，

それを通してのイギリス

のインド経済に対する影響力の温存が重視され，

スターリング積務返済の経済的意義が正当に評価

大部分が残よされており，鉄道に対する投資を

ス}I失し

マーワンク1立務l土イ今リスのインド支配におL、て

たしかにイギリスによされないきらいがあった。スターリングきわめて重要な地位を占めておし

債務の返済はインド経済史上画期的意義をもつも るインド搾取のニ大支柱の一つである対印産業投

資は温存されたが，もう一つの，より植民地支配と

密接な関係にある財政機構を通じる搾取の終藷，

可
／z
 

のであった。

まず，スター！？ンプ債務の返済により E):18/3~戸手
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すなわち悶債『鉄道， [fl債に対する投資の災失を

イギリスのインド経済支配との関係において正当

に評価しなければ，独立前の本国費に対するさま

ざまの批判のA芭味が不明となるだけでなく， イン

ドの独立のSF伍，独立後の経済政策に対する認識

をも誤ることになる。実際スターリング債務に対

してなしてきた批判を；忘れ， その返済の意識を無

視し， さらにはインドのスターリング資！主の菩積

をイギりスレ）民務によるインド支配とみなし〔1i'6)

イギリスの産業投資残高の大きさを過大視し，イ

ンドの数立をみせかけの独立であるとし、経済政

策の自主性を認めない誤りが氾されたことはまだ

われわれの記憶に新しい。

政治的独立の獲得が外国による経済的搾取の完

全な廃絶をともなわなヤカ‘ぎり見せかけの独立で

あるとする見解はしだレ；二影響力を失い， インド

を独立国とみなす見解が市民権を得るようになっ

た。しかしながら，インドの政治的独立をもゥて独

立国とするよ行にインドの独立に対する評価が修

正された場合にも，独立を画期とする fギ 1）スと

インドの経済的関係の変化の再評価は十分に行な

われなかった。われわれはうこの点につL、て，み

せかけの独立論者がイギリスの対印産業投資を重

視し， イギリスがインド経済全体に対する支配力

を失ったこと， より具体的に言えばインドのス夕

一リンク‘i負1主(I）返済を過小

ことをすで、にJ止塑uし， イギリスのインドiこ対する

支配力が第2次大戦中に極度に弱体化したことも

指摘した。政治的独立の達成により，「ヴェーノレの

かけられていない，植民地から植民本［:fs]への貢納

という性格のもっとも強，，、 LI 7) j本国貨が消滅し

たことも一般に政治的独立獲得の経済的意義とし

て指摘されているところである。たしかに本国費

は独立の達成により消滅したが，本国費の中には
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インド庁経費，軍事変などのように「政治的に杭

民地の地位から脱すれば消滅する他8〕」ものとス

ターリング債務に対する利子の支払いのように元

本の償還を終わらないと消滅しないものがあり，

後背がすでに独立前に実現していたことを忘れて

はならない。インドは独立に際して退職イギリス

人官吏の年金1億4750万ポンドも，第2次大戦中

iこJ害関したスターリング資産の中から一括して支

払つに。したが －） て，インドの独立後はイギリスの

インドに対する投資は産業投資だけとなり， しか

も統治機構もインド人の手に引き渡されたので、

イギリスのイシドに対する経済的影響力はしだレ

に後退していった。イギリスのインドに対する経

済的支配力は，上述したように，第2次大戦中か

ら独立前後にかけて急激に弱体化しており， 独立

後のインドの経済を間接的な手段によって支配ず

るだけの力はなくなっていたのである。

（注1〕 第2次大戦中，インドの工業生産はわずか

）かi二昇せず1協人しl減少した。 イj，媛大な軍事芯：と

が11，ーとたため， インドはかつてない余技約な物自Ii，！［進民

をみた。 1939年8月19日で終る 1週間を 100とする総

合卸売物価指数は1945年8月末には 244.1に透してい

乙。この卸売物価村数は統制l価俗をむとにして作嘆き

HCおり，実際））物価上昇を正確に以映していないが，

この不完全な指数によってもインドの卸売物価，工宿2

次大戦中に 144%も騰貴している。急激な物価店主貨は

すでに1942年から始まっていたが食糧，その他乃生活

必ぷ品の配給日；iji工大沼市におし・ ζ－1,, 1943年乃，日かは

tて実施されf，インフレのため大衆ο生活：土）己主ぎ

れた。勤労者，労働芦の賃金の上昇U.物価の上行にぶ

れ，インドの工場労働者の実質賃金は1939年を100と

イ：， I・の工場労働者の名目賃金と実質賃金 (1939年戸100)

度｜川町指数 i む－~n,1r~ii; 実質賃よiou,

1939 I 101!' 100 I 100 
1940 10:,.3 97 I 08.ι 
1941 I 111.0 I lυ7 I r 3. 7 
1 9 4 2 1 2 9. 1 I I 4 5 I 9. c, 
1943 17白.6 268 I 67.0 
1944 202.1 269 I ?a.I 
1日4月 I 201.s 269 I 74.9 
l 9 4 fi 1 2 0 8. 6 I 2 8 5 I 7 3. 2 

(Y，所） Government of India, Indian La:bour Year !loo/, 
1954-55 (Delhi, 1957), p. 197 l. 'J i'l 1/.c 
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fると1943年；こは67.0にまで低下している。

(,; ,tiヲI円者tiインブレ，；i絞害を一干名 ι民く：ヰ（jるし

一ι「＇，＇（iJな：1:向でありインドだけの現芸空でl立t,L、が．イ
ンドではベンガノレ飢餓にみられるように，生存水犠ぎ

首］レ jの！fi舌1，.たってL、t.:!I；，貧日の・－ (;I,は死に辺、ベヨ

られた。京事貧！関町都市の勤労者守労働者に対するイン

フレの打燈lj:物価統制lや配給制などの戦時経済体制の
不「，：，；によ～てり11!fIさつt，ベ ガル飢併すは 1!10万人以

上の餓死滋まで出した。

(tt2) ベJカソレ飢鐙は， ミ、ナホーノιJill方を縁っ

たιf夕、ンそ司そ｛［に、ip てっき圭；ーされた津波が

3200平方マイルにわたって開花期の稲に被害を及ぼ

し，米f'i/r減 l[Jよな）たこ L, I i；本,fv；侵え；こ昔lfiえる

撤れ政干t(denial policy）ヤ1942年lJ"'lc地方消安貯を
上回る米地：』強制質上げによって移動させられており，

米lJ繰越＇・ ;1;；七がったこと，ベノガFι；：軍！争、j；；気配；し

た三と， 11it収政策で河川用のj誌が移動あるいは破峻さ

れ，飢緩発生地への食縄の移動方、問難とあったこと，政

府•.＇：11笹川策i;i】日れたこ／たど ＇）要闘が重ぐって必ぎ

た。したがって，天災もベンガノレ飢鎮の一閃となってい

るか，人災の色彩がdわれて濃浮であった。「「へての

人が｝lit・，犠tr/'iで φなかった。大地！は II分の’家族

をやしなう米をがjっており，余剰米を売って法外な利

益とあげた。米以イ中長［人と前人U（うけた。，Lカノレカッ

タ：）こ［：業人口LL食糧合ずコこ保証さホイいた。そして，

カノレカッタの中流下腐階級はいくらか悶難を！惑じなが

らも餓死：こ直而することになかっなJ(H告，nryKnight, 

Food Administration in India 1939凶47<California, 

1952), p. 229）。飢鐙委員会は餓死数を約 150万人と推

計LC L、之が，民村11：域か二の流入者合.l)i］にすれば大

カノレカッタの市民には餓死者はほとんどなく，餓死者

は農村地域に集中していた。ベンガノレ飢設はこの；号

に争：の，，，で人恨の綜相をみせでほり、 しウ iもそi'I士

戦争の送hと官接に関係していた。

（注3) P. C. Jain, p. 150. 

〔ci4) 篠F；，.『Ill民i也ドイ／ドめiI政政策』fアジ

ア経済研究所， 1964年）， 119ベージ。

（注5) インドの只易収支は 1945/46年以米ずっと

赤＜j三位＇， Iてl・ るが，その赤字tJ 195出＇！まと：： H2次大

戦中に苔積したスターりング資産のりき出しによって

カハ Jていれ
にC ；，、ー。

（υ6) E・ゾ了 ガ， ti！界有If宅配；沢『殺後衛問主

義の政治と経済』，全訂版上巻（日本評論新社， 1959

年〕， 164ページo

（：七7) 欠内段、勝「国際収支の構造j (J:i 回イベ綴

『インドの経済開発と園際収支』，アジア経済研究所，

1963年）， 288ページ。

(1じ白〉 !ii III促編 ffンrの経済開発と国際収支ふ
299ベージ。

〔動向分ifrffil)
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